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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

回次 第60期 第61期 第62期 第63期 第64期

決算年月 平成26年３月 平成27年３月 平成28年３月 平成29年３月 平成30年３月

売上高 (百万円) 68,160 68,133 83,005 78,698 78,766

経常利益 (百万円) 2,607 3,004 3,624 3,010 3,848

親会社株主に帰属する

当期純利益
(百万円) 1,317 1,656 2,219 2,061 2,546

包括利益 (百万円) 1,356 1,822 2,128 2,276 2,582

純資産額 (百万円) 19,591 20,850 22,260 23,811 25,660

総資産額 (百万円) 58,638 57,879 73,979 69,712 71,750

１株当たり純資産額 (円) 1,215.01 1,288.16 1,378.26 1,472.65 1,585.49

１株当たり当期純利益金額 (円) 81.74 102.79 137.70 127.92 158.00

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額
(円) － － － － －

自己資本比率 (％) 33.4 35.9 30.0 34.0 35.6

自己資本利益率 (％) 6.7 8.2 10.3 9.0 10.3

株価収益率 （倍） 26.2 32.8 16.3 18.6 12.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △3,788 13,755 △5,346 5,110 6,106

投資活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △393 △5,472 △1,098 △1,251 △2,893

財務活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) 4,160 △7,934 6,297 △3,257 △2,949

現金及び現金同等物の

期末残高
(百万円) 958 1,530 1,410 2,019 2,562

従業員数
(人)

2,189 2,166 2,187 2,263 2,292

（外、平均臨時雇用者数） (478) (499) (555) (643) (724)

　（注）１．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。第60期の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定しております。
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(2) 提出会社の経営指標等

回次 第60期 第61期 第62期 第63期 第64期

決算年月 平成26年３月 平成27年３月 平成28年３月 平成29年３月 平成30年３月

売上高 (百万円) 46,655 49,252 75,050 66,289 65,082

経常利益 (百万円) 1,599 1,777 4,522 1,661 2,067

当期純利益 (百万円) 914 1,107 3,479 1,263 1,440

資本金 (百万円) 6,020 6,020 6,020 6,020 6,020

発行済株式総数 (株) 80,600,000 80,600,000 80,600,000 80,600,000 16,120,000

純資産額 (百万円) 17,613 18,144 20,866 21,420 22,125

総資産額 (百万円) 49,125 47,862 67,373 58,715 59,485

１株当たり純資産額 (円) 1,092.86 1,125.84 1,294.75 1,329.16 1,372.90

１株当たり配当額
(円)

9.00 9.00 9.00 9.00 45.00

(うち１株当たり中間配当額) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00)

１株当たり当期純利益金額 (円) 56.76 68.71 215.89 78.43 89.39

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額
(円) － － － － －

自己資本比率 (％) 35.9 37.9 31.0 36.5 37.2

自己資本利益率 (％) 5.2 6.2 17.8 6.0 6.6

株価収益率 (倍) 37.7 49.1 10.4 30.3 21.8

配当性向 (％) 79.3 65.5 20.8 57.4 50.3

従業員数
(人)

995 1,079 1,147 1,140 1,125

（外、平均臨時雇用者数） (170) (209) (235) (304) (349)

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。第60期の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定しております。
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２【沿革】

 

昭和29年６月 株式会社神戸製鋼所（親会社）とファウドラー社（米国）との共同出資により、神鋼フアウド

ラー株式会社（現株式会社神鋼環境ソリューション）として資本金9,000万円をもって設立

昭和29年８月 神戸市中央区において、グラスライニング製機器等の化学工業用機器の製造販売を開始

東京に営業所を設置（昭和35年12月　東京支社に改称）

昭和32年12月 水処理装置の製造販売を開始

昭和35年12月 大阪に営業所を設置（平成15年10月　大阪支社に改称）

昭和50年６月 全額出資で神鋼フアウドラー・サービス株式会社（神鋼パンテツク・サービス株式会社　平成12

年４月に神鋼パンテツク株式会社に吸収合併）を設立

昭和51年７月 兵庫県加古郡播磨町に播磨工場を新設

昭和53年３月 全額出資で神鋼フアウドラー環境管理株式会社（現神鋼環境メンテナンス株式会社(現連結子会

社））を設立

昭和56年10月 株式会社神戸製鋼所（親会社）がファウドラー社の後身であるサイブロン社（米国）の保有する

当社の株式を全株取得

平成元年10月 神鋼パンテツク株式会社に商号変更

平成４年３月 工場部門を播磨工場へ集約（平成４年４月　播磨製作所に改称）

平成４年４月 神戸市西区に技術研究所を開設

平成６年８月 大阪証券取引所市場第二部（現東京証券取引所市場第二部）に株式を上場

平成12年12月 株式会社イー・アール・シー高城（現連結子会社）を設立

平成13年２月 新本社ビル完成

平成15年10月 株式会社神戸製鋼所（親会社）の都市環境・エンジニアリングカンパニー環境ソリューション本

部（但し、土木機械グループを除く）の事業を統合し、株式会社神鋼環境ソリューションに商号

変更

平成16年７月 神戸アイ・イー・サービス株式会社（平成20年４月　神鋼環境メンテナンス株式会社へ統合）の

株式を取得

平成18年１月 豊田環境サービス株式会社（現連結子会社）を設立

平成18年10月 株式会社加古川環境サービス（現連結子会社）を設立

平成20年４月 神鋼環境メンテナンス株式会社、神戸アイ・イー・サービス株式会社及び株式会社エム・エス・

ウオーターを、神鋼環境メンテナンス株式会社を存続会社とする吸収合併方式にて事業統合

平成22年11月 KOBELCO ECO-SOLUTIONS VIETNAM CO., LTD.（現連結子会社）を設立

平成25年７月

平成26年３月

平成26年10月

東京証券取引所と大阪証券取引所の統合に伴い、東京証券取引所市場第二部に上場

株式会社福井グリーンパワー（現連結子会社）を設立

神鋼環境メンテナンス株式会社より水処理及び廃棄物処理関連のメンテナンス事業譲受
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３【事業の内容】

　当社グループ（当社及び関係会社）は、株式会社神鋼環境ソリューション（当社）、子会社19社で構成され、水処

理関連事業、廃棄物処理関連事業及び化学・食品機械関連事業に係る製品の製造販売に加え、各事業に関連するアフ

ターサービス等の事業活動を展開しております。また、親会社である株式会社神戸製鋼所は、鉄鋼関連事業、アル

ミ・銅関連事業、産業機械の製造販売等を営んでおります。

（１）当社グループの事業内容及び当社と主要な関係会社の当該事業に係る位置付け及びセグメントとの関連は次の

とおりであります。なお、次の３部門は「第５ 経理の状況 １ 連結財務諸表等 (1)連結財務諸表 注記事

項」に掲げるセグメントの区分と同一であります。

水処理関連事業

当社及び子会社２社により構成されており、主要な製品は次のとおりであります。

工業用水及び上・下水道の設備及び装置、超純水・純水の製造設備及び装置、工場用水及び廃水の処理装置、

下水汚泥・食品等有機廃棄物の資源化設備、工業用・空調用冷却塔

（主要な関係会社）

神鋼環境メンテナンス株式会社、KOBELCO ECO-SOLUTIONS VIETNAM CO., LTD.

廃棄物処理関連事業

当社及び子会社14社により構成されており、主要な製品は次のとおりであります。

都市ごみの焼却・溶融施設、ＰＣＢ無害化処理関連、廃棄物の最終処分場運営、木質バイオマスによる発電及

び売電

（主要な関係会社）

神鋼環境メンテナンス株式会社、株式会社イー・アール・シー高城、豊田環境サービス株式会社、株式会社加

古川環境サービス、株式会社福井グリーンパワー

化学・食品機械関連事業

当社及び子会社１社により構成されており、主要な製品は次のとおりであります。

化学工業用機器・装置、粉粒体機器・装置、醸造用機器、水素酸素発生装置

（主要な関係会社）

KOBELCO ECO-SOLUTIONS VIETNAM CO., LTD.

（２）事業の系統図は概ね次のとおりであります。

（注）１．矢印は製品等の流れを表しております。

２．無印は連結子会社、＊印は親会社、＊＊印は非連結子会社であります。
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親会社

株式会社神戸製鋼所　　　　　　　　　　　　鉄鋼、アルミ・銅、産業機械の製造販売等

連結子会社

神鋼環境メンテナンス株式会社　　　　　　　水処理設備及び廃棄物処理施設の運転等

株式会社イー・アール・シー高城　　　　　　廃棄物の最終処分場運営

豊田環境サービス株式会社　　　　　　　　　豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設の運転管理

株式会社加古川環境サービス　　　　　　　　加古川市新クリーンセンターの運営管理

KOBELCO ECO-SOLUTIONS VIETNAM CO., LTD.　 水処理設備、排水処理設備及び廃棄物処理施設の設計、建設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び維持管理等、並びにグラスライニング製機器の製造等

株式会社福井グリーンパワー　　　　　　　　木質バイオマスによる発電及び売電

他９社

非連結子会社（持分法非適用）

神鋼環境エルスタッフ株式会社　　　　　　　人材派遣、事務受託、複写・軽印刷等

他３社
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４【関係会社の状況】
(１) 親会社

名称 住所
資本金

（百万円）
主要な事業の内容

議決権
被所有割合

(％)
関係内容

株式会社神戸製鋼所 神戸市中央区 250,930 鉄鋼、アルミ・銅、
産業機械等の製造販
売

80.22 当社製品の販売及び　
親会社製品の購入
役員の兼務等
　転籍　11名
　兼任　１名

　（注）１．有価証券報告書を提出しております。
       ２．役員には執行役員を含んでおります。

 

(２) 連結子会社

名称 住所
資本金

（百万円）
主要な事業の内容

議決権
所有割合(％)

関係内容

神鋼環境メンテナンス
株式会社

神戸市中央区 80 水処理関連事業

廃棄物処理関連事業

100.00 当社が納入した装置の
運転等
役員の兼務等
　転籍　２名
　出向　２名
　兼任　７名

株式会社イー・アー
ル・シー高城

宮崎県都城市 450 廃棄物処理関連事業 100.00 当社製品の納入
金融機関からの借入債
務に対する債務保証
役員の兼務等
　転籍　１名
　出向　１名
　兼任　３名

豊田環境サービス株式
会社

神戸市中央区 30 廃棄物処理関連事業 100.00 当社が納入した施設の
運転管理
役員の兼務等
　出向　１名
　兼任　４名

株式会社加古川環境
サービス

兵庫県加古川市 10 廃棄物処理関連事業 100.00
 (30.00)

当社が納入した施設の
運営管理
事業資金の融資
役員の兼務等
　転籍　１名
　兼任　２名

KOBELCO ECO-

SOLUTIONS VIETNAM

CO., LTD.

ベトナム

ホーチミン市

億ベトナム

ドン

846

水処理関連事業

化学・食品機械関連
事業

100.00 当社製品の販売及び子
会社製品の購入
金融機関からの保証状
等に対する債務保証
役員の兼務等
　兼任　６名

株式会社福井グリーン
パワー

福井県大野市 150 廃棄物処理関連事業 70.00 当社製品の納入
事業資金の融資
金融機関からの借入債
務に対する債務保証
役員の兼務等
　出向　２名
　兼任　２名

その他９社      

　（注）１．「主要な事業の内容」欄には、セグメントの名称を記載しております。
２．特定子会社に該当する会社はありません。
３．議決権の所有割合の（　）内は、間接所有割合で内数であります。

４．有価証券届出書又は有価証券報告書を提出している会社はありません。

５．神鋼環境メンテナンス株式会社については、売上高（連結会社相互間の内部売上高を除く）の連結売上高に
占める割合が10％を超えております。
主要な損益情報等　（１）　売上高 　　　　 10,741 百万円

（２）　経常利益 　　　　　398 百万円

（３）　当期純損益 　　　 242 百万円

（４）　純資産額 　　　　1,773 百万円

（５）　総資産額 　　　　5,681 百万円
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５【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

（平成30年３月31日現在）
 

セグメントの名称 従業員数（人）

水処理関連事業 926（154）

廃棄物処理関連事業 1,010（458）

化学・食品機械関連事業 199 （70）

全社（共通） 157 （42）

合計 2,292（724）

　（注）１．全社（共通）として記載している従業員数は、特定の事業に区分できない従業員数であります。

　　　　２．臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、年間の平均人員を（　）外数で記

載しております。

　　　　３．前期末と比べ、従業員数合計が29名増加し、臨時雇用者数合計が81名増加しております。

 

(2) 提出会社の状況

（平成30年３月31日現在）
 

従業員数（人） 平均年齢（才） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（千円）

1,125（349） 44.2 14.8 7,222

 

セグメントの名称 従業員数（人）

水処理関連事業 524（113）

廃棄物処理関連事業 267（124）

化学・食品機械関連事業 177 （70）

全社（共通） 157 （42）

合計 1,125（349）

　（注）１．全社（共通）として記載している従業員数は、特定の事業に区分できない従業員数であります。

　　　　２．上記従業員数は、就業人員数であり、出向者49名を含んでおりません。

　　　　３．臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、年間の平均人員を（　）外数で記

載しております。

　　　　４．前期末と比べ、従業員数合計が15名減少し、臨時雇用者数合計が45名増加しております。

(3) 労働組合の状況

　当社の労働組合は昭和30年１月21日に結成され、平成30年３月31日現在組合員数は552名であり、日本基幹産業

労働組合連合会に加盟しております。

　なお、労使関係につきましては、特記すべき紛争問題はなく、概ね良好であります。

EDINET提出書類

株式会社神鋼環境ソリューション(E01700)

有価証券報告書

 8/89



第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末において当社グループが判断したものであります。

（１）経営の基本方針

当社グループは「時代の要請に応える環境ソリューション企業」として、次のビジネスを重点事業領域と位置付け

ております。

①　水処理関連事業

②　廃棄物処理関連事業

③　化学・食品機械関連事業

なお、各事業の主要な製品は「第１　企業の概況　３．事業の内容」に記載しております。

 

（２）目標とする中長期的な経営戦略及び対処すべき課題

　今後の見通しにつきましては、水処理及び廃棄物処理の環境関連事業に係る国内公共投資は、現状の水準で推移す

るものと認識しており、水処理関連事業では、官民連携の政策を受け、ＰＰＰ・ＰＦＩ等の案件が増加、廃棄物処理

関連事業では、施設の長寿命化施策により、当社が過去に納めた廃棄物処理施設においても基幹改良ニーズが顕在化

するものと考えております。また、再生可能エネルギーを利活用する案件やＰＦＩ・ＤＢＯなどの長期間に亘る事業

案件が中心となってきております。

水処理関連事業及び化学・食品機械関連事業に係る国内の民間設備投資は、当面、国内企業の収益改善により堅

調に推移するとみておりますが、海外経済リスクへの懸念から、先行きは不透明であると考えております。

海外においては、米国における保護主義政策や中国による対抗施策などの海外経済リスクがアジアの新興国等の経

済へ与える影響が懸念されるものの、全般的に景気は緩やかに回復しております。東南アジアの新興国では、水処理

関連インフラの整備や大規模工業団地の排水処理などのニーズがあり、また、欧州や東南アジアの一部の国では、再

生可能エネルギーによる廃棄物発電の需要があるとみております。

このような事業環境のもと、当社グループでは、平成32年度を最終年度とする５ヵ年の中期経営計画において、目

指したい企業像を「特長のある技術と豊富な経験を活かし、強い責任感を持って、環境に優しい地域作りに貢献する

神鋼環境ソリューショングループ」と定め、基本方針として掲げた「主力事業のリノベーション」、「海外展開・新

規事業での着実なビジネスの拡大」、「神戸製鋼グループとの連携強化」の３点を掲げております。また、数値目標

として、平成32年度において、連結売上高1,000億円、連結経常利益50億円、目標経営指標として、ＲＯＡ（総資産

利益率） ５％以上、Ｄ／Ｅレシオ（負債資本倍率） 1.0以下を掲げております。

当社グループは、コーポレートガバナンス体制の充実を経営上の最も重要な課題の一つと位置づけ、適切なリス

クテイクを支える経営管理組織を整備し、経営監視体制の強化、コンプライアンスの徹底に取り組み、事業環境の変

化に的確に対応しながら事業を推進するとともに、企業価値の向上を目指してまいります。また、安全衛生管理への

取り組みを更に強化してまいります。

しかしながら、昨年10月に神戸製鋼グループの品質自主点検により不適切行為が発覚し、その後、株式会社神戸

製鋼所において設置された外部調査委員会による調査の結果、当社の技術開発センター分析試験部門において不適切

行為が確認され、その内容を本年３月６日に公表いたしました。不適切行為が確認された試験結果については、安全

性の検証が完了しており、お客様の操業や安全性に影響を及ぼすような問題は発生していないものの、品質保証への

取り組みを強化してきたにもかかわらず、このような不適切行為を発生させたことについて、お詫び申し上げます。

今回の不適切行為の反省を踏まえ、業務フローの見直し、モニタリング機能の充実、及び従業員に対する教育の実

施、また、従来からありました環境監視委員会に「品質」に関するコンプライアンス活動を監視する機能を加え、

「品質・環境監視委員会」として定期的に審議するなど再発防止を徹底してまいります。

 

 

２【事業等のリスク】

　当社グループの事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある

事項は、次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末において当社グループが判断したものであります。

(1) 国内での事業環境変化

　当社グループの主要セグメントである水処理関連事業及び廃棄物処理関連事業においては、公共工事が売上の重

要な割合を占めており、上下水処理施設、ごみ処理設備等の公共投資動向が変化した場合、入札参加資格の要件を

満たせない事象が発生した場合には、業績に影響を及ぼします。

　　また、水処理関連事業及び化学・食品機械関連事業の民需向け主要顧客である鉄鋼、電力、化学、薬品、電子産

業等の設備投資動向や事業再編、当社及び当社製品に対する評価が変化した場合、業績に影響を及ぼします。

(2) 海外での事業環境変化

　当社グループにおける海外事業については、各国・地域の政治・社会情勢、為替、関税、輸出入規制、通商・租

税その他の法規制の動向が当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。なお、為替変動への対応とし
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て、為替予約を実施しておりますが、変動リスクを完全に排除することは困難であり、為替レートの変動は、当社

グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

(3) 子会社等が実施する事業での事業環境変化

　当社グループ内の子会社等における水処理関連事業及び廃棄物処理関連事業に係る施設の運営維持管理事業、廃

棄物の最終処分場運営事業、木質バイオマスを原料とした発電事業について、市場動向及び関連法規制の急激な変

化等があった場合には、当社グループの業績に影響を及ぼします。

(4) 資機材調達コストの変動

　当社グループが外部調達している主なものは、製品製造のための機器や材料・部品及び外注費等であります。こ

れら資機材について、市況変化に起因する需給バランスの変化、調達価格の変動等が当社グループの業績に影響を

及ぼします。

(5) 販売後の製品への保証等

　当社グループは、製品の引渡し後に瑕疵担保責任等を負う契約に伴う支出に備えるため、保証費用の見積額とし

て当連結会計年度末に3,547百万円の製品保証引当金を計上しております。

　保証費用は、過去の経験率と特定案件の負担額の見積りにより計上しておりますが、実際の保証費用が見積りと

異なる場合は、当社グループの業績に影響を及ぼします。

　また、製造の各段階では万全の品質管理体制を確保し、品質と安全性の維持に取り組んでおりますが、万一、製

品の品質や安全性に問題が発生した場合には、当社グループの業績に影響を及ぼします。

(6) 災害・事故等の発生

　当社グループは、現地工事の施工、施設の運営維持管理事業の遂行及び生産設備等の操業に当たっては災害・事

故等の発生防止に万全を期しておりますが、予期せぬ要因等から労働災害や設備事故等が発生する可能性がありま

す。

 この場合、損害賠償や指名停止、操業停止などによる受注機会の減少により、当社グループの業績に影響を及ぼ

します。

(7) 環境法規制等の変化への対応

　当社グループは、環境法規制等の変化への対応を念頭に置き技術開発に取り組んでおりますが、当社グループが

業界と市場の変化を十分に予測できず、魅力ある新製品を開発できない場合には、将来の成長と収益性を低下さ

せ、当社グループの業績に影響を及ぼします。

 

　なお、上記以外に現時点では予測できない事象の発生により、経営成績及び財政状態が影響を受ける可能性があり

ます。
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３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績等の状況の概要

　当連結会計年度における当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）の財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フロー（以下「経営成績等」という。）の状況の概要は次のとおりであります。

①財政状態及び経営成績の状況

　当期のわが国経済は、金融及び財政政策などの経済対策を背景とした緩やかな回復基調が継続しており、足元の民

間設備投資は緩やかに増加し、公共投資も底堅く推移しました。海外経済は、景気の回復基調は継続しております

が、中国並びにアジア新興国等の経済の先行き、政策に関する不確実性による影響、金融資本市場の変動影響に留意

が必要な状況となっております。

　当社グループを取り巻く事業環境につきましては、水処理及び廃棄物処理の環境関連事業に係る国内公共投資は、

民間資金やノウハウを活用する官民連携事業が推進されるとともに、廃棄物を再生可能エネルギー源として有効活用

する技術に対する評価が高まっております。また、水処理関連事業及び化学・食品機械関連事業に係る国内の民間設

備投資は、企業収益の改善を背景に老朽化に伴う更新工事や生産性維持・向上のための設備改善工事などが堅調に推

移するとともに、成長分野への対応も顕在化してきております。

　このような状況のもと、当社グループでは、平成28年度から平成32年度までの５ヵ年の中期経営計画において掲げ

た基本方針である「①主力事業のリノベーション」、「②海外展開・新規事業での着実なビジネスの拡大」、「③神

戸製鋼グループとの連携強化」に沿った諸施策を実施し、事業活動を展開してまいりました。

 

［平成32年度を最終年度とする５ヵ年の中期経営計画］

＜目指したい企業像＞

特長のある技術と豊富な経験を活かし、強い責任感を持って、環境に優しい地域作りに貢献する神鋼環境ソ

リューショングループ

 

＜基本方針＞

①　主力事業のリノベーション

・環境関連事業の市場変化に対応した「点から面」への三つの改革（メニュー・時間・エリア）

・高シェア事業の更なる地位向上

②　海外展開・新規事業での着実なビジネスの拡大

③　神戸製鋼グループとの連携強化

 

基本方針に対する取り組みは、以下のとおりであります。

主力事業のリノベーションにつきましては、水処理及び廃棄物処理の環境関連事業において、ＤＢＯ、基幹改

良、長期包括等のストックビジネスの拡大に注力してまいります。

また、本年３月、当社は、当社と株式会社ＩＨＩ環境エンジニアリングの廃棄物処理施設関連事業等を統合する

ことについて、株式会社ＩＨＩ及び株式会社ＩＨＩ環境エンジニアリングとの間で具体的な協議を進めていくこと

に関し基本合意しました。これは、昨年、当社と株式会社ＩＨＩ環境エンジニアリングが廃棄物処理施設関連分野

において包括的業務提携契約を締結し、活動を展開した中で、経営資源を結集する必要性を強く認識し、事業統合

の本格的検討に向かって歩みを進めることを決断したものです。今後、収益基盤の拡大、営業・技術ノウハウの融

合による競争力の強化、生産性向上・コストダウンを目的として、協議を進めてまいります。

高シェア事業である水処理関連事業の冷却塔メニューや化学・食品機械関連事業のグラスライニングメニューに

おいては、特長のある技術を発展させるとともに豊富な経験を活かし、更なる地位向上を図ってまいります。

海外展開につきましては、水処理関連事業ではベトナム、カンボジア、ミャンマーを中心とした事業展開に、廃

棄物処理関連事業では当社技術の優位性が評価される廃棄物発電案件への提案に、また、化学・食品機械関連事業

ではベトナム生産拠点の「ものづくり力」の更なる向上に注力してまいります。

新規事業につきましては、環境やエネルギー分野における当社の強み・独自性を活かしたバイオマス利活用事業

などの推進、水素社会実現に向けた政策に沿う技術のブラッシュアップ、ユーグレナ（微細藻類）に関する事業展

開を強化してまいります。

神戸製鋼グループとの連携強化につきましては、当社グループは神戸製鋼グループが成長分野と位置づけている

環境・エネルギー分野の事業展開において重要な役割を担っており、更なる連携強化により当社グループの競争力

向上や事業領域拡大を図ってまいります。

また、継続して、総固定費圧縮、変動費削減の徹底、研究開発の効率的な推進等の収益強化策を実行し、経営体

質を強化するとともに、働き方変革をさらに推進してまいります。

 

　当期の連結業績につきましては、受注高は廃棄物処理関連事業で大型案件の受注があった前期に比べ25,871百万円

減（25.6％減）の75,131百万円、受注残高は前期に比べ3,634百万円減（5.4％減）の63,271百万円となりました。
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　また、売上高は前期並みの78,766百万円、利益に関しては、コストダウンなどにより、営業利益は前期に比べ830

百万円増の3,814百万円、経常利益は前期に比べ837百万円増の3,848百万円となり、親会社株主に帰属する当期純利

益は前期に比べ484百万円増の2,546百万円となりました。

　当連結会計年度末の連結財政状態につきましては、総資産は71,750百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,037

百万円増加しました。流動資産は52,557百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,177百万円増加しました。主な要

因は、短期貸付金の増加2,236百万円によるものです。固定資産は19,193百万円となり、前連結会計年度に比べ1,140

百万円減少しました。

　負債合計は46,089百万円となり、前連結会計年度末に比べ188百万円増加しました。流動負債は36,265百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ153百万円増加しました。主な要因は支払手形及び買掛金の減少9,638百万円、短期借入

金の減少1,842百万円、電子記録債務の増加12,256百万円によるものです。固定負債は9,823百万円となり、前連結会

計年度末に比べ35百万円増加しました。

　純資産合計は25,660百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,849百万円増加しました。主な要因は、親会社株主

に帰属する当期純利益2,546百万円の計上による増加、配当金725百万円の支払いによる減少によるものです。この結

果、当連結会計年度末の自己資本比率は、35.6％となりました。

 

　報告セグメントごとの業績、及び、財政状況は次のとおりであります。

 

（水処理関連事業）

　受注高は前期に比べ3,103百万円増の38,228百万円、受注残高は前期に比べ4,823百万円増の23,611百万円となりま

した。

　また、売上高は前期並みの33,404百万円となり、経常利益は、前期に比べ341百万円増の402百万円となりました。

　セグメント資産は18,441百万円、セグメント負債は13,223百万円となりました。

 

（廃棄物処理関連事業）

　受注高は前期に比べ30,486百万円減の26,160百万円、受注残高は前期に比べ10,407百万円減の32,939百万円となり

ました。

　また、売上高は前期並みの36,568百万円となり、経常利益は前期に比べ551百万円増の2,972百万円となりました。

　セグメント資産は29,524百万円、セグメント負債は18,261百万円となりました。

 

（化学・食品機械関連事業）

　受注高は前期に比べ1,480百万円増の10,770百万円、受注残高は前期に比べ1,926百万円増の6,697百万円となりま

した。

　また、売上高は前期並みの8,844百万円、経常利益は前期に比べ419百万円増の1,233百万円となりました。

　セグメント資産は8,213百万円、セグメント負債は3,110百万円となりました。

 

　（注）上記金額には消費税等を含んでおりません。

 

②キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、短期貸付金の増加、短期

借入金の減少等による支出要因はありましたが、税金等調整前当期純利益、仕入債務の増加等の収入要因により、前

連結会計年度末に比べ543百万円増（26.9％増）の2,562百万円となりました。当連結会計年度における各キャッ

シュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果取得した資金は、6,106百万円（前年同期は5,110百万円の収入）となりました。

これは主に税金等調整前当期純利益3,848百万円、仕入債務の増加2,755百万円、未払又は未収消費税等の増減によ

る支出1,982百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は、2,893百万円（前年同期は1,251百万円の支出）となりました。

これは主に有形固定資産の取得による支出651百万円、短期貸付金の増加による支出2,237百万円によるものであり

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、2,949百万円（前年同期は3,257百万円の支出）となりました。

これは主に短期借入金の減少による支出2,024百万円、配当金の支払額725百万円によるものであります。
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③生産、受注及び販売の状況

a． 生産実績

　当連結会計年度における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（百万円） 前年同期比（％）

水処理関連事業 33,350 102.2

廃棄物処理関連事業 36,725 98.8

化学・食品機械関連事業 9,293 111.8

小計 79,369 101.6

調整額 20 －

合計 79,389 101.6

　（注）１．上記金額には、消費税等を含んでおりません。

　　　　２．金額は販売価格で表示しております。

b． 受注実績

　当連結会計年度における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（百万円） 前年同期比（％） 受注残高（百万円） 前年同期比（％）

水処理関連事業 38,228 108.8 23,611 125.7

廃棄物処理関連事業 26,160 46.2 32,939 76.0

化学・食品機械関連事業 10,770 115.9 6,697 140.4

小計 75,159 74.4 63,247 94.5

調整額 △27 － 23 －

合計 75,131 74.4 63,271 94.6

　（注）１．上記金額には、消費税等を含んでおりません。

　　　　２．金額は販売価格で表示しております。

３．当連結会計年度の受注高に含まれる海外受注高は1,824百万円であります。

４．当連結会計年度末の受注残高には長期運転維持管理業務の受託額は含めておりません。

５．当連結会計年度末の受注残高に含まれる海外受注残高は1,253百万円であります。

c． 販売実績

　当連結会計年度における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（百万円） 前年同期比（％）

水処理関連事業 33,404 99.9

廃棄物処理関連事業 36,568 98.4

化学・食品機械関連事業 8,844 100.7

小計 78,817 99.3

調整額 △51 －

合計 78,766 100.1

　（注）１．最近２連結会計年度の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりで

あります。

相手先

前連結会計年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日）

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

 

中間貯蔵・環境安全事業㈱

 

－ － 8,108 10.3

２．上記金額には、消費税等を含んでおりません。

３．中間貯蔵・環境安全事業㈱の前連結会計年度における販売実績は、総販売実績に対する割合が10％以下のた

め記載を省略しております。

　　　　４．金額は販売価格で表示しております。

　　　　５．当連結会計年度の販売実績に含まれる海外売上高は1,924百万円であります。
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(2）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

　経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において判断したものであります。

①重要な会計方針及び見積り

当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されて

おります。この連結財務諸表の作成に当たり、当社経営陣は債権、製品保証費用、退職金、偶発債務及び訴訟等に

ついて過去の実績や状況に応じ合理的と考えられる見積り及び判断を行い、その結果は、資産・負債の簿価及び収

入・費用の報告数値に反映されております。実際の結果は、見積り特有の不確実な要因によってこれらの見積りと

異なる結果となる可能性があります。

当社は特に以下の重要な会計方針が、当社グループの連結財務諸表の作成において使用される当社の重要な見積

りと判断に大きな影響を及ぼすと考えております。

a．貸倒引当金

当社グループは、債権の貸倒れ時に発生する損失の見積額について、貸倒引当金を計上しております。顧客の

財務状態の変化により、貸倒引当金の修正が必要となる可能性があります。

b．製品保証引当金

当社グループは、製品の販売後の保証費用の支出に備えるため保証費用の見積額について、製品保証引当金を

計上しております。保証費用は過去の経験率と特定案件の負担額の見積りにより計上しておりますが、実際の保

証費用が見積額と異なる場合、製品保証引当金の修正が必要となる可能性があります。

c．退職給付費用及び債務

従業員の退職給付費用及び債務は、数理計算上で設定される前提条件に基づいて算出されております。これら

の前提条件には、割引率、退職率、死亡率及び年金資産の期待運用収益率等が含まれます。実際の結果が前提条

件と異なる場合、又は前提条件が変更された場合は、その影響は、将来期間において認識される費用及び債務に

影響を及ぼす可能性があります。

②当連結会計年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

　当社グループの当連結会計年度の経営成績は、受注高は廃棄物処理関連事業で大型案件の受注があった前期に

比べ25,871百万円減（25.6％減）の75,131百万円、受注残高は前期に比べ3,634百万円減（5.4％減）の63,271百

万円となりました。

　また、売上高は前期並みの78,766百万円、利益に関しては、コストダウンなどにより、営業利益は前期に比べ

830百万円増の3,814百万円、経常利益は前期に比べ837百万円増の3,848百万円となり、親会社株主に帰属する当

期純利益は前期に比べ484百万円増の2,546百万円となりました。

　なお、当連結会計年度の経営成績、財政状態、キャッシュ・フローの詳細につきましては、「経営者による財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(1)経営成績等の状況の概要　に記載しましたとおりで

あります。

　当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因として、個別受注生産が主体の事業形態となっており、

様々な外部要因の影響をうけることにより、売上高及び利益が計画通りに達成されない可能性があります。

なお、詳細は、「２．事業等のリスク」に記載しましたとおりであります。

 

　当社グループの資本財源及び資金の流動性につきましては、当社グループは、神戸製鋼グループのＣＭＳ

(キャッシュ・マネジメント・システム)に参加しており、コベルコフィナンシャルセンター株式会社に対する資

金の貸付や同社からの短期資金の借入れが発生します。

　当社グループの資金需要は、営業活動については、生産活動に必要な運転資金（機器材・外注費及び人件費

等）、受注獲得のための販売費、競争力強化・技術力向上に資するための研究開発費が主な内容であります。工

事進行基準を適用した案件が、売上高の重要な割合を占めており、支払については、検収の都度、支出時期が決

定、一方、入金については、一定期間の出来高に基づき入金時期が決定するため、工事進捗期間では、支出が先

行する傾向にあります。

　投資活動については、設備投資・投融資のほか、上記のＣＭＳにおける資金の貸付が主な内容であります。ま

た、今後、成長分野に対しては必要な投資や研究開発等を継続していく予定であります。

 

 

 

 

　平成30年３月31日現在の有利子負債の内訳につきましては以下の通りであります。

EDINET提出書類

株式会社神鋼環境ソリューション(E01700)

有価証券報告書

14/89



 年度別要支払額（百万円）

契約債務 合計 １年以内 １年超３年以内 ３年超５年以内 ５年超

短期借入金 331 331 － － －

長期借入金 3,597 316 732 652 1,897

リース債務 358 73 150 51 81

上記の表において、連結貸借対照表の短期借入金に含まれている１年内返済予定の長期借入金は、長期借入金

に含めております。

 

経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等については、［ＲＯＡ（総資産

利益率）５％以上、Ｄ／Ｅレシオ（負債資本倍率）1.0倍以下］としております。当連結会計年度のＲＯＡは

5.4％、Ｄ／Ｅレシオは0.15倍で、目標値を達成しております。今後も継続的に達成することにより、企業価値の

向上を図り、現中期経営計画の平成32年度の数値目標の達成を目指してまいります。

 

セグメント毎の経営成績及び財政状態の状況に関する認識及び分析・検討内容は、以下のとおりであり、業績、

及び、財政状況は「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(1)経営成績等の状

況の概要　①財政状態及び経営成績の状況」に記載のとおりであります。

 

（水処理関連事業）

水処理関連事業では、複数の下水処理場において、発生する消化ガスを有効活用した発電事業を推進しており、

長期的な事業として取り組んでおります。

海外では、ベトナムにおいて水供給事業向けの高度浄水設備などを、また、ミャンマーで上水道向け浄水設備を

受注しました。

 

（廃棄物処理関連事業）

廃棄物処理関連事業では、甲府・峡東地域ごみ処理施設事務組合（山梨県）向け「甲府・峡東クリーンセン

ター」、並びに、仙南地域広域行政事務組合（宮城県）向け「仙南クリーンセンター」の長期包括運営事業を開始

しました。また、安芸地区衛生施設管理組合（広島県）向け「安芸クリーンセンター基幹的設備改良工事」を完工

しました。

 

（化学・食品機械関連事業）

化学・食品機械関連事業では、国内企業の収益改善による設備投資・補修の増加に加え、「ものづくり力」強化

などによる工場操業度改善やコストダウンがあり、引き続き、堅調に推移しました。また、低価格・高品質・即納

を実現したグラスライニング製標準反応器（ＷＳ-Ｒ）の販売を開始しました。
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４【経営上の重要な契約等】

(1) 技術導入契約

相手会社 契約内容 契約期間

インベント・ウムベルト・ウント・ベルファーレン

ステヒニク・アーゲー

（ドイツ）

廃水処理の曝気及び攪拌技術
平成12年10月27日から

平成31年10月26日まで

イーエックスジーテック・リミティッド

（ニュージーランド）
消化ガスの天然ガス化技術

平成17年１月１日から

平成31年３月30日まで

ケイティーエヌ・クンスツトフ・テクニーク・ノイ

マルクト・ゲー・エム・ベー・ハー

（ドイツ）

散気装置技術
平成17年９月14日から

平成30年12月31日まで

（注）技術使用料として売上高の一定率等を支払っております。

 

(2) その他の重要な契約（株式会社ＩＨＩ環境エンジニアリングの廃棄物処理施設関連事業を当社に統合することの

協議に関する基本合意書締結　平成30年３月27日）

　当社と株式会社ＩＨＩ及び株式会社ＩＨＩ環境エンジニアリングの廃棄物処理施設関連事業等を統合すること

について、具体的な協議を進めていくことに関して基本合意したものです。本統合については、当社が吸収分割

により株式会社ＩＨＩ環境エンジニアリングの対象事業を承継することにより行うことを前提とし、今後、両社

間にて詳細な検討と協議を行う予定です。
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５【研究開発活動】

当社グループは、技術開発センターを核として、各事業部門との緊密な連携を保ちながら、新製品、新技術並び

に全社共通の基盤技術についての研究開発を行っております。

当連結会計年度の研究開発に係る費用は、1,522百万円であります。

セグメントごとの研究開発費は、水処理関連事業が664百万円、廃棄物処理関連事業が317百万円、化学・食品機

械関連事業が89百万円であります。また、各セグメント共通の研究費用は450百万円であります。

 

①水処理関連事業

　水処理分野では、新下水道ビジョンに沿ったバイオマスエネルギー利活用などの下水道付加価値向上に向けた

開発や、環境配慮型創エネ汚泥焼却システムの開発を継続して実施しています。また、ユーグレナＥＯＤ－１の

食品としての機能性を追求しています。

 

②廃棄物処理関連事業

　ごみ処理分野では、ＡＩを利用した操業の安定化およびＩＣＴを活用したメンテナンスや操業の最適化に取り

組んでいます。

 

③化学・食品機械関連事業

　化学・食品機械関連分野では、グラスライニング機器の高機能化に取り組み、高伝熱性グラス「9000ＨＴ

Ⅱ」、伝熱性と帯電防止の２つの機能を有する「ハイブリッドグラスライニング」を開発し商品競争力を強化し

ました。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

当社グループでは、当連結会計年度にて生産能力の増強、業務効率化等のために、総額で754百万円の設備投資を

実施しました。

水処理関連事業では、生産設備を中心に302百万円の設備投資を実施しました。

廃棄物処理関連事業では、発電施設を中心に77百万円の設備投資を実施しました。

化学・食品機械関連事業では、生産設備を中心に172百万円の設備投資を実施しました。

管理部門では、業務改善のためのソフトウェア投資を中心とする203百万円の投資を実施しました。

なお、当連結会計年度において重要な設備の除却、売却等はありません。

 

２【主要な設備の状況】

　当社グループにおける主要な設備は以下のとおりであります。

(1) 提出会社

（平成30年３月31日現在）
 

事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容

帳簿価額（百万円）

従業員数
（人）建物及び

構築物

機械装置
及び
運搬具

土地
(面積㎡)

その他 合計

本社

（神戸市中央区）

水処理関連事業

廃棄物処理関連事業

全社

業務施設 1,244 1
127

（4,509）
56 1,430 673

技術研究所

（神戸市西区）

水処理関連事業

廃棄物処理関連事業

化学・食品機械関連事業

全社

研究開発施設 568 27
1,078

（11,560）
61 1,736 51

播磨製作所

（兵庫県加古郡

播磨町）

水処理関連事業

廃棄物処理関連事業

化学・食品機械関連事業

生産設備 1,033 307
893

（98,537）
37 2,272 157

東京支社

（東京都品川区）

水処理関連事業

廃棄物処理関連事業

化学・食品機械関連事業

販売業務施設 10 － － 8 18 113

客先設置の事業用

設備

水処理関連事業

 
水処理事業用

工場棟等
1,243 464 － 3 1,711 35

　（注）１．帳簿価額の内「その他」は、工具、器具及び備品であり、建設仮勘定を含んでおります。

２．上記のほか東京都港区及び兵庫県明石市に土地を所有しております。帳簿価額はそれぞれ578百万円(面積

387㎡)、465百万円（面積1,357㎡）であります。

３．現在休止中の主要な設備はありません。

４．上記のほか、生産能力に重要な影響を及ぼすような賃借及びリース設備はありません。
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(2) 国内子会社

（平成30年３月31日現在）
 

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容

帳簿価額（百万円）
従業
員数
（人）

建物及び
構築物

機械装置
及び運搬具

土地
(面積㎡)

その他 合計

神鋼環境メンテナ

ンス㈱

本社他

(神戸市中央区

他)

水処理関連事業

廃棄物処理関連事

業

業務施設 17 6 － 20 44 930

㈱イー・アール・

シー高城

本社他

(宮崎県都城市)

廃棄物処理関連事

業
業務施設 1,477 351

486

（359,697）
3 2,319 14

㈱福井グリーンパ

ワー

本社他

(福井県大野市)

廃棄物処理関連事

業
発電施設 1,041 2,409

3

（95,213）
3 3,459 23

　（注）１．帳簿価額の内「その他」は、工具、器具及び備品であり、建設仮勘定を含んでおります。

　　　　２．上記のほか、生産能力に重要な影響を及ぼすような賃借及びリース設備はありません。

 

(3) 在外子会社

（平成30年３月31日現在）
 

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容

帳簿価額（百万円）
従業
員数
（人）

建物及び
構築物

機械装置
及び運搬具

土地
(面積㎡)

その他 合計

KOBELCO ECO-

SOLUTIONS

VIETNAM CO.,LTD.

本社他

(ベトナム

ホーチミン市他)

水処理関連事業

化学・食品機械関

連事業

生産設備 101 36 － 5 143 127

　（注）１．帳簿価額の内「その他」は、工具、器具及び備品であります。

　　　　２．上記のほか、生産能力に重要な影響を及ぼすような賃借及びリース設備はありません。

 

３【設備の新設、除却等の計画】

当社グループでは、新規施設の建設、生産能力の増強、コストダウンのための投資を計画しております。

当連結会計年度末現在における翌連結会計年度に着手する設備の新設、改修、システム改善に係る投資予定額は

1,000百万円であります。

なお、当連結会計年度末現在における重要な計画は次のとおりであります。

重要な設備の新設等

セグメントの名称
設備の主な
内容・目的

投資予定金額

資金調達方法

着手及び完了予定

総額
（百万円）

既支払額
（百万円）

着手 完了

水処理関連事業 消化ガス発電施設等 200 － 自己資金 平成30年度上期 平成30年度下期

廃棄物処理関連事業
最終処分場運営施設

等
100 － 自己資金 平成30年度上期 平成30年度下期
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 64,000,000

計 64,000,000

（注）平成29年６月28日開催の第63回定時株主総会において、普通株式につき５株を１株の割合で併合する株式併合及び

無議決権株式に関する規定の削除を含む定款の一部変更に関する議案が承認可決されました。これにより、株式併

合及び定款一部変更の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行可能株式総数は256,000,000株減少し、普

通株式64,000,000株のみとなっております。

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数（株）

（平成30年３月31日）
提出日現在発行数（株）
（平成30年６月27日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 16,120,000 16,120,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数は

100株でありま

す。

計 16,120,000 16,120,000 － －

（注）平成29年６月28日開催の第63回定時株主総会において、普通株式につき５株を１株の割合で併合する株式併合及び

単元株式数の変更を含む定款の一部変更に関する議案が承認可決されました。これにより、株式併合及び定款一部

変更の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行済株式総数は64,480,000株減少し、16,120,000株となり、

単元株式数は1,000株から100株に変更となっております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

③【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成29年10月１日

（注）
△64,480,000 16,120,000 － 6,020 － 3,326

　（注）平成29年６月28日開催の第63回定時株主総会において、普通株式につき５株を１株の割合で併合する株式併合に

関する議案が承認可決されました。これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行済

株式総数は64,480,000株減少し、16,120,000株となっております。
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（５）【所有者別状況】

（平成30年３月31日現在）
 

区分

株式の状況（１単元の株式数100株）
単元未満
株式の状況
（株）

政府及び
地方

公共団体
金融機関

金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数（人） － 12 29 118 30 2 2,779 2,970 －

所有株式数

（単元）
0 37,084 1,048 101,837 1,156 8 20,019 161,152 4,800

所有株式数の割合

（％）
0.00 23.01 0.65 63.19 0.72 0.00 12.42 100.00 －

（注）１．自己株式4,074株は、「個人その他」に40単元、「単元未満株式の状況」に74株含めて記載しております。

２．上記「その他の法人」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が４単元含まれております。

 

（６）【大株主の状況】

  （平成30年３月31日現在）

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社神戸製鋼所 神戸市中央区脇浜海岸通２丁目２－４ 9,521 59.08

みずほ信託銀行株式会社（退職給

付信託神戸製鋼所口）
東京都中央区晴海１丁目８－12 3,403 21.12

神鋼商事株式会社 大阪市中央区北浜２丁目６－18 240 1.49

神鋼環境ソリューション従業員持

株会
神戸市中央区脇浜町１丁目４－78 236 1.47

林　充孝 東京都世田谷区 90 0.56

日本生命保険相互会社

（常任代理人　日本マスタートラ

スト信託銀行株式会社）

大阪市中央区今橋３丁目５－12

（東京都港区浜松町２丁目11－３）
80 0.50

大和ハウス工業株式会社 大阪市北区梅田３丁目３－５ 60 0.37

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

（常任代理人　日本マスタートラ

スト信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内１丁目４－５

（東京都港区浜松町２丁目11－３）
55 0.34

第一生命保険株式会社

（常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町１丁目13－１

（東京都中央区晴海１丁目８－12）
50 0.31

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 40 0.25

計 － 13,777 85.49

（注）みずほ信託銀行株式会社(退職給付信託神戸製鋼所口)名義の株式3,403千株は、株式会社神戸製鋼所が保有する当

社株式を退職給付信託に拠出し、その議決権行使の指図権を留保している株式であります。

 

EDINET提出書類

株式会社神鋼環境ソリューション(E01700)

有価証券報告書

21/89



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（平成30年３月31日現在）
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 4,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 16,111,200 161,112 （注）

単元未満株式 普通株式 4,800 － －

発行済株式総数 16,120,000 － －

総株主の議決権 － 161,112 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が、400株（議決権４個）含ま

れております。

 

②【自己株式等】

（平成30年３月31日現在）
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

（自己保有株式）
株式会社神鋼環境ソ
リューション

神戸市中央区脇浜町
１丁目４番78号

4,000 － 4,000 0.02

計 － 4,000 － 4,000 0.02

（注）平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。
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２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】  会社法第155条第９号に該当する普通株式の取得

 

（１）【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

（２）【取締役会決議による取得の状況】

区分 株式数（株） 価額の総額（千円）

取締役会（平成29年10月27日）での決議状況

（取得日 平成29年10月27日）
43

買取単価に買取対象の株

式の終値を乗じた金額

当事業年度前における取得自己株式 － －

当事業年度における取得自己株式 43 82

残存決議株式の総数及び価額の総額 － －

当事業年度の末日現在の未行使割合(％) － －

当期間における取得自己株式 － －

提出日現在の未行使割合(％) － －
 
（注）１．平成29年10月１日付の株式併合により生じた１株に満たない端数の処理につき、会社法第235条第２項、第

234条第４項及び第５項の規定に基づく自己株式の買取りを行ったものです。

２．買取単価は、買取日の株式会社東京証券取引所における当社株式の終値であります。

 

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分

当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額

（円）
株式数（株）

処分価額の総額

（円）

引き受ける者の募集を行った取得自己株式 － － － －

消却の処分を行った取得自己株式 － － － －

合併、株式交換、会社分割に係る移転を

行った取得自己株式
－ － － －

その他

（株式併合による減少）
16,126 － － －

保有自己株式数 4,074 － 4,074 －

（注）１．平成29年６月28日開催の第63回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の

割合で株式併合を行っております。

２．当期間における保有自己株式数には、平成30年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式

の買取りによる株式は含まれておりません。

 

３【配当政策】

当社は、継続的かつ安定的に株主の皆様へ利益還元を行うこととしつつ、業績の水準、財政状態、企業価値の向上

のための投資等の資金需要及び配当性向等を総合的に勘案し、年１回（期末）又は年２回（中間・期末）の剰余金配

当を行うことを基本方針としております。これらの剰余金の配当の決定機関は、期末配当については株主総会、中間

配当については取締役会であります。

上記方針に基づき、当事業年度の配当につきましては、１株当たり45円（中間配当なし）といたしました。内部留

保金につきましては、企業体質の一層の強化並びに今後の事業展開への備えとして活用していく予定であります。

　当社は、取締役会の決議により毎年９月30日を基準日として中間配当を行うことができる旨を定款に定めておりま

す。

　なお、当事業年度に係る剰余金の配当は以下のとおりであります。

決議年月日 配当金の総額（百万円） １株当たり配当額（円）

平成30年６月27日

定時株主総会決議
725 45.0
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４【株価の推移】

（１）【最近5年間の事業年度別最高・最低株価】

回次 第60期 第61期 第62期 第63期 第64期

決算年月 平成26年３月 平成27年３月 平成28年３月 平成29年３月 平成30年３月

最高（円） 1,035 823 723 510
2,129

(480)

最低（円） 275 305 350 351
1,878

(412)

　（注）１．最高・最低株価は、平成25年７月16日より株式会社東京証券取引所市場第二部におけるものであります。そ

れ以前は株式会社大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

２．当社は、平成29年６月28日開催の第63回定時株主総会において、同年10月１日付で普通株式につき５株を１

株の割合で併合する株式併合を実施しており、第64期の株価については株式併合後の最高・最低株価を記載し、

(　)内に株式併合前の最高・最低株価を記載しております。

 

（２）【最近6月間の月別最高・最低株価】

月別 平成29年10月 11月 12月 平成30年１月 ２月 ３月

最高（円） 2,069 1,939 2,040 2,060 2,129 2,100

最低（円） 1,878 1,901 1,896 1,996 1,921 1,880

　（注）最高・最低株価は、株式会社東京証券取引所市場第二部におけるものであります。
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５【役員の状況】

男性13名　女性－名　（役員のうち女性の比率　－％）

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（百株）

取締役社長

(代表取締役)

 粕谷　強 昭和28年11月３日生
 
昭和52年４月 株式会社神戸製鋼所入社

平成13年４月 同社溶接カンパニー営業部担当部

長

平成14年４月 同社溶接カンパニー営業部長

平成18年４月 同社理事、溶接カンパニー営業部

長

平成19年４月 同社執行役員

平成21年４月

平成21年６月

同社常務執行役員

同社常務取締役

平成23年４月

平成27年４月

平成27年６月

同社専務取締役

当社顧問

当社代表取締役社長（現在）
 

 (注)３ 40

取締役

専務執行役員

水環境技術本部

長、技術開発セ

ンター、技術研

究所、デュッセ

ルドルフ事務所

の担当

吉ケ江　武男 昭和35年３月１日生
 
昭和58年４月 株式会社神戸製鋼所入社

平成15年10月 当社技術本部水処理第一技術部技

術室長

平成20年10月 当社水環境・冷却塔事業部技術部

長

平成23年４月

平成25年４月

 

平成25年６月

平成26年４月

平成27年４月

平成27年６月

平成30年４月

当社執行役員

神鋼環境メンテナンス株式会社顧

問

同社常務取締役

当社執行役員

当社常務執行役員

当社取締役常務執行役員

当社取締役専務執行役員（現在）
 

 (注)３ 20

取締役

専務執行役員

監査室、総務

部、経営企画

部、財務部、人

事労政部、新規

事業推進部、支

社・支店（東京

支社、大阪支社

を除く）、全社

コンプライアン

スの担当、コス

トエンジニアリ

ングセンター、

安全衛生管理

部、品質環境管

理部、東京支社

の総括

田中　和幸 昭和33年１月14日生
 
昭和58年４月 株式会社神戸製鋼所入社

平成16年４月 同社法務部長

平成22年１月 同社新鉄源プロジェクト本部副本

部長

平成24年４月

 

同社理事、資源・エンジニアリン

グ事業部門新鉄源本部副本部長、

兼同営業・事業推進部長

平成25年４月

 

同社理事、エンジニアリング事業

部門企画管理部長

平成26年４月 当社執行役員

平成27年６月 当社取締役執行役員

平成28年４月

平成30年４月

当社取締役常務執行役員

当社取締役専務執行役員（現在）
 

 (注)３ 23
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（百株）

取締役

専務執行役員

環境プラント技

術本部長、土

建・計電装技術

センターの総括

小倉　賢藏 昭和34年11月10日生
 
昭和59年４月

平成15年10月

 

平成19年１月

平成21年４月

 

株式会社神戸製鋼所入社

当社技術本部環境プラント技術部

技術室主任部員

当社技術本部操業技術部担当部長

当社環境プラント事業部第一技術

部長、兼技術室長

平成23年４月 当社執行役員

平成28年４月 当社常務執行役員

平成28年６月

平成30年４月

当社取締役常務執行役員

当社取締役専務執行役員（現在）
 

 (注)３ 30

取締役

常務執行役員

営業本部長、大

阪支社長

杉本　浩 昭和34年10月28日生
 
昭和59年４月 株式会社神戸製鋼所入社

平成15年10月

 

当社技術本部水処理第二技術部監

理室長

平成18年４月 当社技術本部水処理監理部長

平成21年４月

 

当社水処理事業部企画室長、兼同

技術部長、兼同監理部長

平成23年３月

 

 

当社人事労政部付（KOBELCO ECO-

SOLUTIONS VIETNAM CO., LTD.取

締役社長）

平成26年４月 当社執行役員

平成28年４月 当社常務執行役員

平成28年６月 当社取締役常務執行役員（現在）
 

 (注)３ 25

取締役

常務執行役員

プロセス機器事

業部長、播磨製

作所長

今中　照雄 昭和37年１月10日生
 
昭和59年４月

平成20年４月

平成23年４月

 

平成24年４月

平成28年６月

平成29年４月

当社入社

当社プロセス機器事業部技術部長

当社プロセス機器事業部生産部

長、兼播磨製作所副所長

当社執行役員

当社取締役執行役員

当社取締役常務執行役員（現在）
 

 (注)３ 25

取締役  元行　正浩 昭和35年11月18日生
 
昭和58年４月 株式会社神戸製鋼所入社

平成18年４月 同社新鉄源プロジェクト本部技術

センター還元技術部担当部長

平成19年10月 同社新鉄源プロジェクト本部技術

センター還元技術部長

平成20年５月 同社新鉄源プロジェクト本部技術

センタープロセス技術部長

平成22年４月 同社資源・エンジニアリング事業

部門新鉄源本部技術部長

平成26年４月 同社理事、エンジニアリング事業

部門新鉄源本部技術部長

平成26年７月 同社理事、経営企画部担当役員補

佐［神戸］

平成28年４月 同社理事、エンジニアリング事業

部門新鉄源本部長兼同本部プロ

ジェクト部長

平成28年10月 同社理事、エンジニアリング事業

部門新鉄源本部長兼同本部技術部

長兼同本部技術開発室長

平成30年４月 同社執行役員（現在）

平成30年６月 当社取締役（現在）
 

 (注)３ －
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（百株）

取締役  大東　重則 昭和24年２月16日生
 
昭和46年４月 東亞特殊電機株式会社（現ＴＯＡ

株式会社）入社

昭和47年２月 東亞医用電子株式会社（現シス

メックス株式会社）入社

昭和59年２月 同社商品開発部長

平成９年６年

平成17年４月

平成21年４月

平成25年４月

平成25年６月

同社取締役開発本部長

同社取締役執行役員

同社取締役常務執行役員

同社取締役

当社取締役（現在）
 

 (注)３ －

取締役  山口　良雄 昭和25年２月12日生
 
昭和50年４月 三ツ星ベルト株式会社入社

平成８年４月 同社技術開発部研究担当部長

平成10年４月 同社研究開発部長

平成11年６年

平成15年10月

平成19年６月

平成27年６月

平成29年６月

同社取締役

同社取締役執行役員

同社取締役常務執行役員

当社取締役（現在）

三ツ星ベルト株式会社取締役上席

常務執行役員（現在）
 

 (注)３ －

監査役

（常勤）

 田中　純 昭和30年７月31日生
 
昭和54年４月 株式会社神戸製鋼所入社

平成15年４月

 

同社アルミ・銅カンパニー真岡製

造所総務部長

平成21年４月

 

同社アルミ・銅カンパニー企画管

理部担当部長

平成23年７月 同社監査部長

平成26年４月 同社監査部担当役員補佐

平成26年６月 当社監査役（現在）
 

(注)４ －

監査役

（常勤）

 髙橋　正光 昭和32年７月28日生
 
昭和62年４月 株式会社神戸製鋼所入社

平成15年10月

 

当社技術開発本部プロセス技術開

発部廃棄物処理室長

平成19年12月 当社技術開発本部プロセス技術開

発部長

平成22年１月 当社デュッセルドルフ事務所長

平成23年４月 当社執行役員

平成25年６月 当社取締役執行役員

平成27年４月 当社取締役常務執行役員

平成28年６月 当社技監

平成29年６月 当社監査役（現在）
 

(注)５ 20

監査役

（常勤）

 梅村　栄作 昭和35年３月20日生
 
昭和58年４月 株式会社神戸製鋼所入社

平成15年10月

 

当社環境事業推進部ビニループ事

業室主任部員

平成22年４月 当社経営企画部長

平成25年４月 当社環境プラント事業部長代理、

兼企画室長

平成27年４月 当社執行役員

平成30年６月 当社監査役（現在）
 

(注)４ 24
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（百株）

監査役  藤本　眞一 昭和26年11月20日生
 
昭和50年４月 株式会社神戸製鋼所入社

平成11年４月 同社経営企画部経理担当部長

平成16年４月 同社理事、経理部長

平成19年４月

 

株式会社コベルコ科研理事、経理

部長

平成19年６月 同社取締役

平成22年６月 同社常務取締役

平成25年６月 同社専務取締役

平成26年６月 同社監査役

平成27年６月 当社監査役（現在）
 

(注)６ －

    計  207

　（注）１．大東重則、山口良雄の２氏は、社外取締役であります。

　　　　２．田中純、藤本眞一の２氏は、社外監査役であります。

　　　　３．平成30年６月27日開催の定時株主総会の終結の時から１年間

　　　　４．平成30年６月27日開催の定時株主総会の終結の時から４年間

　　　　５．平成29年６月28日開催の定時株主総会の終結の時から４年間

　　　　６．平成27年６月25日開催の定時株主総会の終結の時から４年間

　　　　７．当社は、法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、会社法第329条第３項に定める補欠監査

役１名を選任しております。補欠監査役の略歴は次のとおりであります。

氏名 生年月日 略歴
所有株式数

（百株）

山田 長正 昭和52年７月18日生

 
平成15年10月 弁護士登録（現在)

平成15年10月

平成23年１月

平成25年４月
 

竹林・畑・中川・福島法律事務所入所

山田総合法律事務所開設（現在）

中小企業診断士登録（現在）

 

－
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　（執行役員の状況）

　 当社は、執行役員制度を導入しております。平成30年６月27日現在の取締役兼務者以外の執行役員は４名で、以下の

とおりであります。

氏名 職名 略歴

山口　晋一 土建・計電装技術センター長、

水環境技術本部副本部長、環境

プラント技術本部副本部長

 
昭和59年４月

平成22年４月

株式会社神戸製鋼所入社

同社資源・エンジニアリング事業部門新鉄源本部プロジェクト部長、兼法

務部

平成25年４月 同社理事、エンジニアリング事業部門新鉄源本部担当理事

平成26年４月 同社理事、エンジニアリング事業部門新鉄源本部副本部長、兼同本部プロ

ジェクト部長

平成28年４月

平成30年４月

当社執行役員

当社常務執行役員（現在）
 

佐藤　幹雄 コストエンジニアリングセン

ター長、同調達部長

 
昭和61年４月

平成15年10月

平成22年４月

株式会社神戸製鋼所入社

当社第一営業本部環境プラント第一営業部東日本営業室主任部員

当社水処理事業部営業部担当部長

平成23年４月

平成28年４月

当社水処理事業部第一営業部長

当社コストエンジニアリングセンター長代理、兼調達部長

平成29年４月 当社執行役員（現在）
 

箕輪　元 安全衛生管理部、品質環境管理

部の担当

 
昭和58年４月

平成15年10月

平成20年10月

株式会社神戸製鋼所入社

当社環境事業推進部地盤環境室主任部員

当社商品・市場開発部担当部長

平成23年４月

平成25年４月

当社商品市場・技術開発センター長代理

当社市場開発部長

平成27年６月

平成30年４月

当社監査役

当社執行役員（現在）
 

大槻　茂樹 営業本部副本部長、同海外営業

部長、東京支社長

 
昭和63年４月

平成15年10月

平成21年４月

株式会社神戸製鋼所入社

当社技術本部水処理第一技術部監理室長

当社環境プラント事業部企画室長

平成25年４月

平成29年４月

当社環境プラント事業部営業部長

当社営業本部本部長代理兼環境プラント営業部長

平成30年４月 当社執行役員（現在）
   

　（注）任期は、平成30年４月１日から平成31年３月31日までの１年間であります。
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６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社はコーポレート・ガバナンス体制の充実を経営上の最も重要な課題の一つとして位置付け、適切なリスクテ

イクを支える経営管理組織を整備し、経営監視機能の強化、コンプライアンスの徹底に取り組んでおります。

(1)企業統治の体制

①企業統治の体制の概要、現在の体制を採用している理由

当社では、取締役会に加え、経営執行の審議機関として経営会議を設置しております。また、経営の意思決

定と業務執行の機能を区分し経営の効率化を図るため、執行役員制度を導入しております。当社では、迅速か

つ的確な経営判断がなされるよう、原則月１回の取締役会のほか、原則月２回開催される経営会議において、

重要事項を付議し決定しております。また、取締役、及び取締役会決議により選任された執行役員が、委嘱さ

れた業務を執行する体制となっております。

当社は、監査役が株主の負託を受けた独立の機関として取締役及び執行役員の業務執行を監査するため、

「監査役設置会社」の体制を採用しております。取締役会及び経営会議には監査役が出席するなど、監査役が

取締役及び執行役員の業務執行を監視できる体制となっておりますので、引き続き現在の体制を継続してまい

ります。

また、経営監視機能を更に強化するため、社外取締役を選任するとともに、財務及び会計に関する相当程度

の知見を有する監査役の選任などの監査役の機能強化に向け取り組みを行っております。このほか、当社グ

ループ会社と経営に関する重要な情報を共有化するため、グループ会社の連絡会を定期的に開催しておりま

す。

コンプライアンス体制につきましては、「企業倫理綱領」を制定し、取締役、執行役員及び使用人が法令等

を遵守するための行動指針を定めております。また、取締役会の諮問機関としての「コンプライアンス委員

会」の設置、同委員会の分科会組織としての「品質・環境監視委員会」及び「安全保障貿易管理全社管理委員

会」の設置、外部の弁護士を受付窓口とした「内部通報システム」の導入等により、法令等の遵守体制を整備

しております。

法律問題につきましては、必要に応じて随時、顧問弁護士のアドバイスを受けております。

以上の体制により、当社におけるコーポレート・ガバナンスは確保されているものと認識しております。

当社の経営監視、業務執行の体制及び内部統制の仕組みは以下のとおりであります。
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②内部統制システムの整備の状況

当社の「内部統制システムの基本方針」は、次のとおりであります。

イ．取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

・当社は、「企業倫理綱領」を制定し、取締役、執行役員及び使用人が法令等を遵守するための行動指

針を定めております。

・また、取締役会の諮問機関としての「コンプライアンス委員会」の設置、外部の弁護士を受付窓口と

した「内部通報システム」の導入等により、法令等の遵守体制を整備しております。

ロ．財務報告の適正性確保のための体制

・当社は、「財務報告に係る内部統制基本規程」を制定し、財務報告の適正性を確保するための体制を

整備しております。

ハ．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

・当社は、取締役会議事録及び決裁書等の、取締役の職務の執行に係る文書その他の情報を、法令及び

社内規則に基づき適正に保存・管理しております。

ニ．損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・当社は、「リスク管理規程」及び「リスク管理基準」を制定し、管理体制、管理すべきリスク項目及

びその対応策等を定め、リスクを管理しております。

・また、リスク管理の状況については、内部監査部門が内部監査を実施する体制となっております。

ホ．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

・当社は、取締役会に加え、経営執行の審議機関として経営会議を設置しております。また、経営の意

思決定と業務執行の機能を区分し経営の効率化を図るため、執行役員制度を導入しております。

・当社は、迅速かつ的確な経営判断がなされるよう、原則月１回の取締役会のほか、原則月２回開催さ

れる経営会議において、重要事項を付議し、決定しております。また、取締役、及び取締役会決議に

より選任された執行役員が、委嘱された担当業務を執行する体制となっております。

・取締役及び執行役員の担当業務及び職務権限、重要な会議体への付議基準等は、取締役会決議又は社

内規則により明確化しております。

ヘ．当該株式会社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

・当社の親会社は、株式会社神戸製鋼所であります。親会社は、間接所有を含め当社の議決権の３分の

２以上を有しております。

・当社は、親会社の企業グループの中で、固有の事業領域である水処理関連事業、廃棄物処理関連事業

及びグラスライニング製機器・装置等を中心とした化学・食品機械関連事業を担う会社であり、親会

社からの事業上の制約はなく、独自の事業活動を行っております。

・当社は、社内規則に基づき、子会社が行う重要な意思決定に際しては事前協議を義務付けるととも

に、子会社ごとに主管部門を定め、リスク管理、法令等の遵守、経営の効率化を含めた当社グループ

各社の経営の管理、支援を行う体制となっております。また、適宜取締役及び監査役を派遣し、子会

社の経営を管理、監督しております。

・主管部門は、子会社に対し必要な報告を要求できる体制となっております。また、当社の内部監査部

門が、当社グループ各社の内部監査を実施する体制となっております。

ト．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項、当該

使用人の取締役からの独立性、及び監査役の当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

・当社は、内部監査とともに監査役監査の補助業務を担当する監査室を置いております。

・監査役監査に関する補助業務は、監査役の指示に基づき監査室に所属する使用人が行うこととしてお

ります。

・監査室に所属する使用人の取締役からの独立性を確保するため、及び監査役の当該使用人に対する指

示の実効性を確保するため、その人事異動については、監査役と事前に協議することとしておりま

す。

チ．当社及び子会社の取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する

体制

・取締役は、監査役が出席する取締役会において、所管する子会社の状況を含め、随時その担当する業

務の遂行状況を報告しております。

・監査役は、取締役、執行役員、使用人、子会社及び会計監査人に対して、必要な資料の提出や報告を

要求できる体制となっております。

・当社は、監査役に報告した者に対し、当該報告をしたことを理由に不利益な取り扱いは行いません。

また、当社は、「内部通報システム」を利用して通報した者の不利益待遇を禁止しております。
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リ．監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項

・当社は、監査役がその職務の執行について費用の前払い等の請求をしたときは、当該請求が監査役の

職務の執行に明らかに必要でないと認められる場合を除き、当該費用又は債務を負担することとして

おります。

ヌ．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

・監査役会において監査計画を策定し、会計監査人、内部監査部門及び子会社監査役と連携して監査を

実施する体制となっております。

・また、監査役と代表取締役は定期的な会合を実施しております。

 

③内部監査及び監査役監査の状況

内部統制システム上の内部監査につきましては、監査室（２名）が監査業務を統括しており、監査役、監査

役会及び会計監査人と緊密に連携をとりながら、他の内部監査部門とともに、効果的に実施できる体制となっ

ております。また、監査室は、総務部、経営企画部及び財務部などの内部統制部門に対して、必要な資料の提

出や報告を随時要求できる体制となっております。

なお、社外監査役　田中純氏は、株式会社神戸製鋼所の経理スタッフとしての経験から、社外監査役　藤本

眞一氏は、株式会社神戸製鋼所及び株式会社コベルコ科研の経理スタッフとしての経験から、それぞれ財務及

び会計に関する相当程度の知見を有しております。

監査役監査につきましては、現在、当社の監査役は４名であり、そのうち常勤は３名であります。また、４

名のうち２名を社外監査役で構成し充実した監査体制をとっておりますが、監査役の機能を一層強化するた

め、財務及び会計に関する相当程度の知見を有する監査役の選任や、内部監査とともに監査役監査の補助業務

を担当する監査室を置くなどの取り組みを行っております。

当社の監査役は、取締役会、経営会議などの重要な会議に出席するほか、支社・支店や子会社についても往

査を含めた調査を実施しております。また、会計監査人と年度監査計画・監査体制及び四半期ごとの監査実施

状況について定期的に会合を行うなど、監査役は会計監査人と緊密に連携を取りながら監査を実施しておりま

す。また、原則月１回開催する監査役会へ監査室員の出席を求め意見交換を行うとともに、必要に応じ調査・

報告を求めるなど、監査役は、監査室と緊密に連携を取りながら監査を実施しております。

また、監査役は、内部統制部門からリスク管理等、内部統制システムの運用状況について適宜報告を受ける

など効率的な監査を実施しております。

④会計監査の状況

当社の会計監査人は、有限責任 あずさ監査法人であり、指定有限責任社員・業務執行社員である公認会計

士　原田大輔氏及び大槻櫻子氏が業務を執行し、公認会計士５名、公認会計士試験合格者３名、その他３名の

計11名が業務の補助を行っております。

会計監査人は上記③に記載のとおり、監査役及び監査室と連携しながら会計監査を実施する体制となってお

ります。また、会計監査人は内部統制部門との間で内部統制に係る情報交換を行い、監査を行っております。

⑤社外取締役に関する事項

現在、当社の社外取締役は２名であります。当社では、会社法に定める社外取締役の要件、及び金融商品取

引所が定める独立性基準に従い、独立社外取締役を選任することにしております。独立社外取締役について

は、社外の立場からの経営監視機能を担っていただくこととしており、その経験と見識から、また、独立した

立場から当社の経営全般に有用な助言をいただくことができる人物がふさわしいと考えております。

社外取締役　大東重則氏は、平成30年６月27日開催の第64回定時株主総会において再選されました。同氏に

は、上場会社の取締役としての豊富な経験と高い見識から、また独立した立場から当社の経営全般に有用な助

言をいただいております。なお、同氏の当社社外取締役の在任期間は、第64回定時株主総会の終結の時をもっ

て５年となります。

同氏につきましては、株式会社東京証券取引所の規定に基づく独立役員として指定し同取引所に届け出てお

ります。同氏と当社との間には特別な利害関係はありません。

社外取締役　山口良雄氏は、第64回定時株主総会において再選されました。同氏には、上場会社の取締役と

しての豊富な経験と高い見識から、また独立した立場から当社の経営全般に有用な助言をいただいておりま

す。なお、同氏の当社社外取締役の在任期間は、第64回定時株主総会の終結の時をもって３年となります。

同氏につきましては、株式会社東京証券取引所の規定に基づく独立役員として指定し同取引所に届け出てお

ります。同氏と当社との間には特別な利害関係はありません。

また、同氏は三ツ星ベルト株式会社の取締役上席常務執行役員であります。同社と当社との間には特別な利

害関係はありません。

なお、社外取締役は、監査役、監査室及び会計監査人と緊密に連携をとることとし、内部統制部門に対して

は、必要な資料の提出や報告を随時要求できることとなっております。

⑥社外監査役に関する事項
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現在、当社の社外監査役は２名であります。社外監査役の独立性の基準は定めておりませんが、社外監査役

については社外の立場からの経営監視機能を担っていただくこととしており、その経験と見識から当社の経営

全般に対する監査機能を十分果たしていただくことができる、また、財務・会計などの専門的見地から社外監

査役としての職務を遂行いただくことができる人物がふさわしいと考えております。

社外監査役　田中純氏は、平成30年６月27日開催の第64回定時株主総会において再選されました。同氏に

は、株式会社神戸製綱所の経営スタッフとしての経験を活かし、当社の経営全般に対する監査機能を十分果た

していただいており、また、株式会社神戸製綱所の経理スタッフとしての経験を活かし、その専門的見地から

社外監査役としての職務を遂行いただいております。なお、同氏の当社社外監査役の在任期間は、第64回定時

株主総会の終結の時をもって、４年となります。田中純氏は、平成26年６月まで当社の特定関係事業者（親会

社）である株式会社神戸製鋼所の業務執行者でありました。同氏と当社との間には特別の利害関係はありませ

ん。

社外監査役　藤本眞一氏は、平成27年６月25日開催の第61回定時株主総会において新たに選任されました。

同氏には、株式会社コベルコ科研の取締役及び監査役としての経験を活かし、当社の経営全般に対する監査機

能を十分果たしていただいており、また、株式会社神戸製鋼所及び株式会社コベルコ科研の経理スタッフとし

ての経験を活かし、その専門的見地から社外監査役としての職務を遂行いただいております。なお、同氏の当

社社外監査役の在任期間は、第64回定時株主総会の終結の時をもって３年となります。藤本眞一氏は、平成26

年６月まで当社の特定関係事業者（親会社の子会社）である株式会社コベルコ科研の業務執行者でありまし

た。同氏と当社との間には特別の利害関係はありません。

また、社外監査役を含めた監査役と、会計監査人及び監査室との連携、内部統制部門との関係については、

上記③に記載のとおりであります。
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(2) 役員報酬等

イ．役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

 

役員区分

 

報酬等の総額

（百万円）

　報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる

役員の員数

（人）報酬 退職慰労金

　取締役

（社外取締役を除く）
192 192 － 6

　監査役

（社外監査役を除く）
35 35 － 2

　社外役員 36 36 － 4

（注）１．平成23年６月29日開催の第57回定時株主総会において、取締役の報酬額は年額350百万円以内（う

ち社外取締役分は年額10百万円以内）、また、平成６年６月29日開催の第40回定時株主総会におい

て、監査役の報酬額は年額70百万円以内とそれぞれ決議しております。取締役の報酬額には、使用

人兼務取締役の使用人としての職務に対する給与は含まないものとしております。

２．上記には、当事業年度中に退任した監査役１名を含んでおります。

ロ．役員報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針の内容及び決定方法

取締役・監査役の報酬は、それぞれ株主総会にて決議された限度額の範囲内において、支給しております。

　当社取締役の報酬は業績連動型の報酬制度に基づいて決定しております。役職位ごとの基準報酬額を、年度

ごとの全社の業績に応じて変動させ、取締役会の決議により各取締役の報酬額を決定しております。なお、社

外取締役はその役割に鑑み、業績連動型の報酬制度の対象外としております。

　各監査役の報酬については、取締役報酬等を勘案し、監査役の協議により決定しております。

　なお、当社は、役員退職慰労金制度を第57回定時株主総会の終結の時をもって廃止し、同定時株主総会の終

結の時までの在任期間に対する退職慰労金を各役員の退任時に打ち切り支給することを決議致しました。

(3) 取締役の定数

当社の取締役は15名以内とする旨定款に定めております。

(4) 取締役の選任の決議要件

当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する

株主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨及びその選任決議は累積投票によらないものとする旨を定

款に定めております。

(5) 取締役会で決議することができる株主総会決議事項

資本政策を機動的に実行するために、会社法第454条第５項の規定による剰余金の配当（中間配当）及び会

社法第165条第２項の規定による自己株式の取得を取締役会の決議により行うことができる旨を定款に定めて

おります。

(6) 取締役（業務執行取締役等であるものを除く。）及び監査役との責任限定契約

当社と取締役（業務執行取締役等であるものを除く。）及び監査役は、会社法第427条第１項の規定によ

り、同法第423条第１項に定める損害賠償責任を限定する契約を締結できる旨を定款に定めております。当該

契約に基づく賠償責任の限度額は法令に定める額であります。

(7) 無議決権株式について

平成29年６月28日開催の第63回定時株主総会において、無議決権株式に関する規定の削除を含む定款の一部

変更に関する議案が承認可決されました。

これにより、定款一部変更の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行可能株式は普通株式のみと

なっております。
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(8) 株式の保有状況

イ．投資株式のうち保有目的が純投資目的以外の目的であるものの銘柄数及び貸借対照表計上額の合計額

　   17銘柄　　476百万円

ロ．保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式の保有区分、銘柄、株式数、貸借対照表計上額及び保有目

的

前事業年度

　特定投資株式

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額

（百万円）
保有目的

大和ハウス工業㈱ 52,000 166 当社事業推進の一環として

多木化学㈱ 66,000 62 同上

日本精化㈱ 50,000 47 同上

星光ＰＭＣ㈱ 13,420 17 同上

エスフーズ㈱ 3,960 12 同上

 

　みなし保有株式

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額

（百万円）
保有目的

㈱三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 233,200 163

退職給付信託に拠出されたもの

であり、受託者は当社の指図に

従い議決権を行使する。

㈱三井住友フィナンシャルグループ 15,540 62 同上

㈱みずほフィナンシャルグループ 176,000 35 同上

神鋼商事㈱ 5,000 11 同上

ナブテスコ㈱ 3,000 8 同上
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当事業年度

　特定投資株式

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額

（百万円）
保有目的

大和ハウス工業㈱ 52,000 213 当社事業推進の一環として

多木化学㈱ 13,200 56 同上

日本精化㈱ 50,000 61 同上

星光ＰＭＣ㈱ 13,420 14 同上

エスフーズ㈱ 3,960 17 同上

 

　みなし保有株式

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額

（百万円）
保有目的

㈱三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 233,200 162

退職給付信託に拠出されたもの

であり、受託者は当社の指図に

従い議決権を行使する。

㈱三井住友フィナンシャルグループ 15,540 69 同上

㈱みずほフィナンシャルグループ 176,000 33 同上

神鋼商事㈱ 5,000 18 同上

ナブテスコ㈱ 3,000 12 同上

 

ハ．保有目的が純投資目的である投資株式の前事業年度及び当事業年度における貸借対照表計上額の合計額並び

に当事業年度における受取配当金、売却損益及び評価損益の合計額

　　該当する株式はございません。
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（２）【監査報酬の内容等】

①【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

区分

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく
報酬（百万円）

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく
報酬（百万円）

提出会社 45 2 47 0

連結子会社 4 － 6 －

計 49 2 53 0

（注）海外に所在する連結子会社は、当社の会計監査人以外の監査法人の監査を受けております。

 

②【その他重要な報酬の内容】

該当事項はありません。

 
 

③【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

（前連結会計年度）

　ＣＡＡＴ（コンピュータ利用監査技法）導入支援業務の報酬として２百万円を支払っております。

 

（当連結会計年度）

　再生可能エネルギー法に関する手続き業務の報酬として０百万円を支払っております。

 

④【監査報酬の決定方針】

監査報酬は、次の手続きで決定しております。

・財務担当取締役は、監査報酬の決定に先立ち、監査法人からの監査の方法・日数等を含む監査計画及び当該計

画に基づく監査報酬の額の提示を受けております。

・財務担当取締役は、当該計画及び報酬の額の妥当性について、当社の事業規模及び業務内容に鑑み、監査業務

が適切に遂行されるための十分な監査時間が確保されているか、効率的な監査業務が実施されるか等の観点で

検討し、監査法人との協議のうえ、監査役会の同意を得て、監査報酬を決定しております。

・決定した監査報酬は取締役会に報告しております。
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第５【経理の状況】

１．連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1) 当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28号）

に基づいて作成しております。

 

(2) 当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、特例財務諸表提出会社に該当し、財務諸表等規則第127条の規定により財務諸表を作成しており

ます。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度（平成29年４月１日から平成30年３月

31日まで）の連結財務諸表及び事業年度（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）の財務諸表について有限責

任 あずさ監査法人による監査を受けております。

 

３．連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内

容を適切に把握し、財務諸表等の適正性を確保できる体制を整備するため、公益財団法人財務会計基準機構へ加入

し、同機構が主催するセミナーに定期的に参加しております。
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１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当連結会計年度

(平成30年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,019 2,562

受取手形及び売掛金 38,096 ※５ 37,843

電子記録債権 1,418 ※５ 1,063

商品及び製品 16 17

仕掛品 ※１ 1,647 ※１ 2,268

原材料及び貯蔵品 1,081 946

繰延税金資産 2,483 2,797

短期貸付金 1,458 3,694

その他 1,239 1,437

貸倒引当金 △80 △77

流動資産合計 49,379 52,557

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 17,315 17,422

減価償却累計額 △9,830 △10,583

建物及び構築物（純額） 7,485 6,839

機械装置及び運搬具 12,496 12,640

減価償却累計額 △8,673 △9,155

機械装置及び運搬具（純額） 3,823 3,485

土地 3,682 3,633

建設仮勘定 68 268

その他 1,473 1,506

減価償却累計額 △1,236 △1,279

その他（純額） 237 227

有形固定資産合計 ※４ 15,296 ※４ 14,454

無形固定資産 ※４ 638 ※４ 619

投資その他の資産   

投資有価証券 ※２,※３ 1,022 ※２ 602

繰延税金資産 1,462 1,610

退職給付に係る資産 1,300 1,339

その他 742 695

貸倒引当金 △129 △129

投資その他の資産合計 4,397 4,118

固定資産合計 20,333 19,193

資産合計 69,712 71,750
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当連結会計年度

(平成30年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 20,691 11,053

電子記録債務 － ※５ 12,256

短期借入金 2,489 647

未払法人税等 968 1,728

未払費用 2,403 2,605

前受金 1,293 1,558

製品保証引当金 4,043 3,547

工事損失引当金 ※１ 100 ※１ 630

その他 4,122 2,238

流動負債合計 36,112 36,265

固定負債   

長期借入金 3,597 3,281

リース債務 358 284

退職給付に係る負債 5,346 5,778

資産除去債務 454 457

その他 30 21

固定負債合計 9,788 9,823

負債合計 45,901 46,089

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,020 6,020

資本剰余金 3,332 3,332

利益剰余金 14,668 16,481

自己株式 △5 △6

株主資本合計 24,015 25,828

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 136 137

繰延ヘッジ損益 3 △8

為替換算調整勘定 58 37

退職給付に係る調整累計額 △481 △443

その他の包括利益累計額合計 △282 △276

非支配株主持分 78 109

純資産合計 23,811 25,660

負債純資産合計 69,712 71,750
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②【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成29年４月１日
　至　平成30年３月31日)

売上高 78,698 78,766

売上原価 ※１,※２,※３ 66,257 ※１,※２,※３ 65,473

売上総利益 12,440 13,292

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 2,283 2,289

賞与 771 838

退職給付費用 183 176

減価償却費 182 185

見積設計費 1,464 1,566

その他 4,571 4,421

販売費及び一般管理費合計 ※２,※３ 9,456 ※２,※３ 9,477

営業利益 2,984 3,814

営業外収益   

受取利息 13 15

受取配当金 13 11

投資有価証券売却益 17 49

分析料収入 10 8

貸倒引当金戻入額 3 3

その他 49 46

営業外収益合計 109 134

営業外費用   

支払利息 50 50

固定資産除却損 ※４ 12 ※４ 5

為替差損 0 30

その他 18 13

営業外費用合計 82 100

経常利益 3,010 3,848

税金等調整前当期純利益 3,010 3,848

法人税、住民税及び事業税 998 1,747

法人税等調整額 △79 △475

法人税等合計 919 1,271

当期純利益 2,091 2,576

非支配株主に帰属する当期純利益 29 30

親会社株主に帰属する当期純利益 2,061 2,546
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【連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成29年４月１日
　至　平成30年３月31日)

当期純利益 2,091 2,576

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 9 1

繰延ヘッジ損益 6 △11

為替換算調整勘定 △13 △21

退職給付に係る調整額 182 37

その他の包括利益合計 ※１,※２ 184 ※１,※２ 5

包括利益 2,276 2,582

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 2,246 2,551

非支配株主に係る包括利益 29 30
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③【連結株主資本等変動計算書】

前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

    （単位：百万円）

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,020 3,332 13,332 △5 22,679

当期変動額      

剰余金の配当   △725  △725

親会社株主に帰属する当期
純利益

  2,061  2,061

自己株式の取得    △0 △0

連結範囲の変動   －  －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

     

当期変動額合計 － － 1,336 △0 1,336

当期末残高 6,020 3,332 14,668 △5 24,015

 

        

 その他の包括利益累計額
非支配株主
持分

純資産合計
 

その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算調
整勘定

退職給付に
係る調整累
計額

その他の包
括利益累計
額合計

当期首残高 127 △3 72 △663 △467 48 22,260

当期変動額        

剰余金の配当       △725

親会社株主に帰属する当期
純利益

      2,061

自己株式の取得       △0

連結範囲の変動       －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

9 6 △13 182 184 29 214

当期変動額合計 9 6 △13 182 184 29 1,550

当期末残高 136 3 58 △481 △282 78 23,811
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当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

    （単位：百万円）

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,020 3,332 14,668 △5 24,015

当期変動額      

剰余金の配当   △725  △725

親会社株主に帰属する当期
純利益

  2,546  2,546

自己株式の取得    △0 △0

連結範囲の変動   △8  △8

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

     

当期変動額合計 － － 1,813 △0 1,812

当期末残高 6,020 3,332 16,481 △6 25,828

 

        

 その他の包括利益累計額
非支配株主
持分

純資産合計
 

その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算調
整勘定

退職給付に
係る調整累
計額

その他の包
括利益累計
額合計

当期首残高 136 3 58 △481 △282 78 23,811

当期変動額        

剰余金の配当       △725

親会社株主に帰属する当期
純利益

      2,546

自己株式の取得       △0

連結範囲の変動       △8

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

1 △11 △21 37 5 30 36

当期変動額合計 1 △11 △21 37 5 30 1,849

当期末残高 137 △8 37 △443 △276 109 25,660
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成29年４月１日
　至　平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 3,010 3,848

減価償却費 1,524 1,552

製品保証引当金の増減額（△は減少） 710 △494

工事損失引当金の増減額（△は減少） △34 529

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7 △3

退職給付に係る資産負債の増減額 393 444

受取利息及び受取配当金 △27 △27

支払利息 50 50

固定資産除却損 12 5

投資有価証券売却損益（△は益） △17 △49

売上債権の増減額（△は増加） 3,554 859

たな卸資産の増減額（△は増加） 406 △492

仕入債務の増減額（△は減少） △6,438 2,755

未払又は未収消費税等の増減額 2,662 △1,982

その他 54 140

小計 5,869 7,137

利息及び配当金の受取額 27 27

利息の支払額 △50 △50

法人税等の支払額 △736 △1,008

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,110 6,106

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,685 △651

無形固定資産の取得による支出 △206 △166

投資有価証券の取得による支出 △320 －

投資有価証券の売却による収入 58 161

短期貸付金の増減額（△は増加） 912 △2,237

長期貸付金の回収による収入 5 1

その他 △14 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,251 △2,893

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △5,130 △2,024

長期借入れによる収入 2,683 －

長期借入金の返済による支出 － △115

配当金の支払額 △725 △725

その他 △84 △83

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,257 △2,949

現金及び現金同等物に係る換算差額 7 △19

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 608 243

現金及び現金同等物の期首残高 1,410 2,019

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 300

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 2,019 ※１ 2,562
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【注記事項】

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

(1）連結子会社の数　　　15社

主要な連結子会社は「第１　企業の概況　３．事業の内容」及び「４．関係会社の状況」に記載しておりま

す。

当連結会計年度において、ごみ処理施設の運営管理事業を開始した２社を新たに連結の範囲に含めておりま

す。また、１社は清算結了したため、連結の範囲から除外しております。なお、清算結了日までの期間の損益

計算書については連結しております。

(2）非連結子会社の数　 ４社

主要な非連結子会社は「第１　企業の概況　３．事業の内容」に記載しております。

(3）非連結子会社について連結の範囲から除いた理由

非連結子会社については、その総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合

う額）等は連結会社のそれらの合計額に比べ、重要性が乏しいため連結の範囲に含めておりません。

２．持分法の適用に関する事項

持分法を適用していない会社については、これらの会社の当期純損益及び利益剰余金等のうち持分に見合う

額の合計額が、連結会社のそれらの合計額に比べ、重要性が乏しいため持分法を適用しておりません。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

全ての連結子会社の事業年度末日と連結決算日は一致しております。

４．会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

イ 有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

当連結会計年度末日の市場価格等による時価法であります。

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。）

時価のないもの

移動平均法による原価法であります。

ロ デリバティブ

時価法であります。

ハ たな卸資産

(イ）仕掛品

主として個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）でありま

す。

(ロ）商品及び製品、原材料及び貯蔵品

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）でありま

す。

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ 有形固定資産

(イ）自己所有の有形固定資産

主として定額法によっております。

(ロ）リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

ロ 無形固定資産

定額法によっております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５

年）に基づいております。

(3）重要な引当金の計上基準

イ 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率による計算額を、貸倒懸念債権等

特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。
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ロ 製品保証引当金

製品の販売後の保証費用の支出に備えるため、売上高に対する過去の経験率に基づく当連結会計年度負担額

のほか、特定案件の当連結会計年度負担額を計上しております。

ハ 工事損失引当金

 受注工事の損失に備えるため、当連結会計年度末における未引渡工事のうち、損失の発生が見込まれ、かつ

当該損失額を合理的に見積もることができる請負工事について、損失見積額を計上しております。

(4）退職給付に係る会計処理の方法

イ　退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について

は、給付算定式基準によっております。

ロ　数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間による定額法により費用処理して

おります。

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間による定額法に

より按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

(5）重要な収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成工事原価の計上基準

イ　当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

ロ　その他の工事

工事完成基準

(6）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、為替予約を振り当てたものを除き、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、

換算差額は損益として処理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場

により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替

換算調整勘定に含めて計上しております。

(7）重要なヘッジ会計の方法

イ　ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。

なお、為替予約については、振当処理の要件を充たしている場合は振当処理を採用しております。

ロ　ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段…為替予約取引

ヘッジ対象…為替に係る相場変動のリスクのある資産又は負債（予定取引により発生が見込まれるものを

含む）

ハ　ヘッジ方針及びヘッジ有効性評価の方法

当社及び連結子会社は、相場変動のリスクの低減を目的としてヘッジ取引を実施しており、投機を目的と

したヘッジ取引は一切実施しないこととしております。

当社及び連結子会社のヘッジの有効性の評価方法については、当社及び連結子会社のリスク管理規程に基

づきヘッジの取引の実施並びに有効性の評価を実施しております。

(8）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

 手許現金及び当座預金、普通預金等の随時引き出し可能な預金からなっております。

(9）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。
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【未適用の会計基準等】

・「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　平成30年3月30日　企業会計基準委員会）

・「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　平成30年3月30日　企業会計

基　準委員会）

 

（1）概要

　国際会計基準審議会（IASB)及び米国財務会計基準審議会（FASB)は、共同して収益認識に関する包括的

な会計基準の開発を行い、平成26年５月に「顧客との契約から生じる収益」（IASBにおいてはIFRS第15

号、FASBにおいてはTopic606）を公表しており、IFRS第15号は平成30年１月１日以後開始する事業年度か

ら、Topic606は平成29年12月15日より後に開始する事業年度から適用される状況を踏まえ、企業会計基準

委員会において、収益認識に関する包括的な会計基準が開発され、適用指針と合わせて公表されたもので

す。

　企業会計基準委員会の収益認識に関する会計基準の開発にあたっての基本的な方針として、IFRS第15号

と整合性を図る便益の１つである財務諸表間の比較可能性の観点から、IFRS第15号の基本的な原則を取り

入れることを出発点とし、会計基準の定めることとされ、また、これまで我が国で行われてきた実務等に

配慮すべき項目がある場合には、比較可能性を損なわせない範囲で代替的な取扱いを追加することとされ

ております。

 

（2）適用予定日

　平成34年３月期の期首から適用します。

 

（3）当該会計基準等の適用による影響

　「収益認識に関する会計基準」等の適用による連結財務諸表に与える影響額については、現時点で評価

中であります。
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（連結貸借対照表関係）

※１　損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と工事損失引当金は、相殺表示しております。相殺表示したたな卸

資産に対応する工事損失引当金の額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

　仕掛品に係るもの 61百万円 23百万円

 

※２　非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

　投資有価証券 430百万円 122百万円

 

※３　担保に供している資産

担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

　投資有価証券（関係会社株式） 200百万円 －百万円
 

（注）前連結会計年度の担保資産については、上記の他、連結上消去されている投資有価証券（関係会社株式）105

百万円を担保に供しております。当連結会計年度の担保資産については、連結上消去されている投資有価証

券（関係会社株式）305百万円を担保に供しております。これらは、廃棄物処理施設の運営・維持管理を受託

している関係会社の業務遂行に係る保証のために差入れたものであります。

 

※４　国庫補助金等により固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額及びその内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

圧縮記帳額     

　建物及び構築物 326百万円 326百万円

　機械装置及び運搬具 485 485

　無形固定資産 25 25

計 837 837

 

※５　期末日満期手形

　　　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当連結会計年度

　　　の末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が当連結会計年度の期末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

受取手形 －百万円 21百万円

電子記録債権 － 13

電子記録債務 － 1,771
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（連結損益計算書関係）

※１　売上原価に算入した引当金繰入額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

製品保証引当金繰入額 1,743百万円 705百万円

工事損失引当金繰入額 154 688

 

※２　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額（△は戻入額）であり、次のたな卸資産評価損が売上原価

及び販売費に含まれております。

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
　　至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日

　　至　平成30年３月31日）

売上原価 14百万円 △22百万円

販売費 5 100

 

※３　一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費の総額

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
　　至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日

　　至　平成30年３月31日）

一般管理費及び当期製造費用に

含まれる研究開発費
1,421百万円 1,522百万円

 

※４　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

建物及び構築物 －百万円 0百万円

機械装置及び運搬具 2 2

その他 10 2

計 12 5
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（連結包括利益計算書関係）

※１ その他の包括利益に係る組替調整額

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

その他有価証券評価差額金：   

当期発生額 31百万円 50百万円

組替調整額 △17 △49

計 13 1

繰延ヘッジ損益：   

当期発生額 9 △16

組替調整額 － －

計 9 △16

為替換算調整勘定：   

当期発生額 △13 △21

組替調整額 － －

計 △13 △21

退職給付に係る調整額：   

当期発生額 120 △36

組替調整額 146 91

計 267 54

税効果調整前合計 277 18

税効果額 △92 △12

その他の包括利益合計 184 5

 
※２ その他の包括利益に係る税効果額

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

その他有価証券評価差額金：   

税効果調整前 13百万円 1百万円

税効果額 △4 △0

税効果調整後 9 1

繰延ヘッジ損益：   

税効果調整前 9 △16

税効果額 △2 5

税効果調整後 6 △11

為替換算調整勘定：   

税効果調整前 △13 △21

税効果額 － －

税効果調整後 △13 △21

退職給付に係る調整額：   

税効果調整前 267 54

税効果額 △85 △17

税効果調整後 182 37

その他の包括利益合計   

税効果調整前 277 18

税効果額 △92 △12

税効果調整後 184 5

 

 

EDINET提出書類

株式会社神鋼環境ソリューション(E01700)

有価証券報告書

51/89



（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首

株式数（株）
当連結会計年度
増加株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 80,600,000 － － 80,600,000

合計 80,600,000 － － 80,600,000

自己株式     

普通株式（注） 19,641 516 － 20,157

合計 19,641 516 － 20,157

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加516株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 725 9.0 平成28年３月31日 平成28年６月29日

 
(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 725 利益剰余金 9.0 平成29年３月31日 平成29年６月29日
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当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首

株式数（株）
当連結会計年度
増加株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式　（注）１．２． 80,600,000 － 64,480,000 16,120,000

合計 80,600,000 － 64,480,000 16,120,000

自己株式     

普通株式　（注）１．３．４. 20,157 43 16,126 4,074

合計 20,157 43 16,126 4,074

（注）１．当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。

　　　２．普通株式の発行済株式総数の減少64,480,000株は株式併合によるものであります。

　　　３．普通株式の自己株式の株式数の増加43株は、株式併合に伴う端数株式の買取りによるものであります。

　　　４．普通株式の自己株式の株式数の減少16,126株は株式併合によるものであります。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年6月28日

定時株主総会
普通株式 725 9.0 平成29年3月31日 平成29年6月29日

 
(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成30年6月27日

定時株主総会
普通株式 725 利益剰余金 45.0 平成30年3月31日 平成30年6月28日

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
 
 

前連結会計年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日）

現金及び預金勘定 2,019百万円 2,562百万円

現金及び現金同等物 2,019 2,562 

 

（リース取引関係）

（借主側）

１．ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

① リース資産の内容

　有形固定資産

　　主として、機械装置及び運搬具であります。

② リース資産の減価償却の方法

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項「４．会計方針に関する事項　（2）重要な減価償却資産の減

価償却の方法」に記載のとおりであります。
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（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

（1） 金融商品に関する取組方針

　当社グループ（当社及び連結子会社）は、資金繰計画に照らして、必要な資金調達を行っております。

　資金調達については、運転資金等の短期的な資金調達は、神戸製鋼所グループにおける効率的な資金運用

を目的とするＣＭＳ（キャッシュ・マネジメント・システム）を利用した借入に限定し、設備投資等の長期

的な資金調達は、主として金融機関等の借入によっております。

　なお、一時的な余資については、社内管理規程に従い、安全性を目的として、預金及びＣＭＳを利用した

貸付等に限定しております。

　また、デリバティブは、後述するリスクを回避するためにのみ利用し、投機的な取引は行わないこととし

ております。

（2） 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である受取手形及び売掛金、電子記録債権は顧客の信用リスクに晒されております。また、当

該リスクに関しては、営業担当部門が取引先ごとの債権回収予定の期日管理及び残高管理等を行うととも

に、主な取引先の信用状況を把握する体制としています。投資有価証券は、主に取引先企業との業務又は資

本取引関係に関連する株式であり、市場価額の変動リスクに晒されております。

　営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務、未払法人税等は、１年以内の支払期日であります。

　長期借入金は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的としたものであり、金利は固定金利であります。

　デリバティブ取引は、外貨建取引に係る為替の変動リスクに対するヘッジを目的とした為替予約取引であ

ります。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジの方針、ヘッジの有効性の評価方法等

については、前述の連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項「４．会計方針に関する事項

（7）重要なヘッジ会計の方法」をご参照下さい。

（3） 金融商品に係るリスク管理体制

① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社は、営業債権について、営業担当部門が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ご

とに期日及び残高を管理するとともに、財務状況の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っておりま

す。連結子会社についても、当社と同様の管理を行っております。

② 市場リスク（為替変動リスク）の管理

当社は、外貨建ての債権債務について、為替の変動リスクに対して、原則として先物為替予約を利用し

て為替変動リスクをヘッジしております。先物為替予約取引については、取引権限や限度額等を定めた外国

為替予約手続規則に基づき、財務担当部門が一元管理を行っております。

投資有価証券については、財務担当部門が定期的に時価や発行体（取引先企業等）の財務状況等を把握

し、一元管理を行っております。

③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

　当社は、各部署からの報告に基づき財務担当部門が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手許流

動性の維持などにより流動性リスクを管理しております。連結子会社も当社と同様の管理をしております。

（4） 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が

含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用す

ることにより、当該価額が変動することがあります。また、注記事項「デリバティブ取引関係」におけるデ

リバティブ取引に関する契約額等については、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すも

のではありません。
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２．金融商品の時価等に関する事項

連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。 なお、時価を把握す

ることが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません。（（注）２.参照）

 

　　　　前連結会計年度（平成29年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

(1）現金及び預金 2,019 2,019 －

(2）受取手形及び売掛金 38,096 38,096 －

(3）電子記録債権 1,418 1,418 －

(4）短期貸付金 1,458 1,458 －

(5）投資有価証券

   　その他有価証券
307 307 －

　資産計 43,299 43,299 －

(1）支払手形及び買掛金 20,691 20,691 －

(2）短期借入金 2,489 2,489 0

(3) 未払法人税等 968 968 －

(4) 長期借入金 3,597 3,511 △85

　負債計 27,747 27,661 △85

 デリバティブ取引(※１) 5 5 －

　(※１)デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目

については（ ）で示しております。

 

　　　　当連結会計年度（平成30年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

(1）現金及び預金 2,562 2,562 －

(2）受取手形及び売掛金 37,843 37,843 －

(3）電子記録債権 1,063 1,063 －

(4）短期貸付金 3,694 3,694 －

(5）投資有価証券

   　その他有価証券
365 365 －

　資産計 45,530 45,530 －

(1）支払手形及び買掛金 11,053 11,053 －

(2）電子記録債務 12,256 12,256 －

(3）短期借入金 647 647 △0

(4) 未払法人税等 1,728 1,728 －

(5) 長期借入金 3,281 3,174 △107

　負債計 28,967 28,860 △107

 デリバティブ取引(※１) (11) (11) －

　(※１)デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目

については（ ）で示しております。
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（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資　産

(1）現金及び預金、(2）受取手形及び売掛金、（3）電子記録債権、（4）短期貸付金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。

(5）投資有価証券

これらの時価については、取引所の価格によっております。

 

負　債

(1) 支払手形及び買掛金、(2）電子記録債務、(3）短期借入金、(4）未払法人税等

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。なお、短期借入金に含まれる１年内返済予定の長期借入金（当連結会計年度の連結

貸借対照表計上額316百万円）の時価は元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率

で割り引いて算定する方法によっております。

(5) 長期借入金

元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法によってお

ります。

 

デリバティブ取引

注記事項「デリバティブ取引関係」をご参照下さい。

 

２. 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：百万円）

区分
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

非上場株式 283 115

非上場関係会社株式 430 122

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「（5）投資有

価証券」には含めておりません。
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３．金銭債権の連結決算日後の償還予定額

　　　前連結会計年度（平成29年３月31日）

 
１年以内

 (百万円）

１年超
５年以内
 (百万円）

５年超
10年以内
 (百万円）

10年超
 (百万円）

現金及び預金 2,019 － － －

受取手形及び売掛金 38,096 － － －

電子記録債権 1,418 － － －

短期貸付金 1,458 － － －

合計 42,991 － － －

 

　　　当連結会計年度（平成30年３月31日）

 
１年以内

 (百万円）

１年超
５年以内
 (百万円）

５年超
10年以内
 (百万円）

10年超
 (百万円）

現金及び預金 2,562 － － －

受取手形及び売掛金 37,843 － － －

電子記録債権 1,063 － － －

短期貸付金 3,694 － － －

合計 45,165 － － －

 

４. 借入金の連結決算日後の返済予定額

　　　前連結会計年度（平成29年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内

（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短期借入金 2,489 － － － － －

長期借入金 － 316 366 366 366 2,183

合計 2,489 316 366 366 366 2,183

 

　　　当連結会計年度（平成30年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内

（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短期借入金 647 － － － － －

長期借入金 － 366 366 366 286 1,897

合計 647 366 366 366 286 1,897
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（有価証券関係）

１．その他有価証券

前連結会計年度（平成29年３月31日）

 種類
連結貸借対照表
計上額（百万円）

取得原価（百万円） 差額（百万円）

連結貸借対照表計上額が取得

原価を超えるもの
　　株式 307 193 114

連結貸借対照表計上額が取得

原価を超えないもの
　　株式 － － －

合計 307 193 114

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額　283百万円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困

難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

当連結会計年度（平成30年３月31日）

 種類
連結貸借対照表
計上額（百万円）

取得原価（百万円） 差額（百万円）

連結貸借対照表計上額が取得

原価を超えるもの
　　株式 365 193 171

連結貸借対照表計上額が取得

原価を超えないもの
　　株式 － － －

合計 365 193 171

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額　115百万円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困

難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

２．売却したその他有価証券

前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

種類 売却額（百万円）
売却益の合計額
（百万円）

売却損の合計額
（百万円）

株式 58 17 －

合計 58 17 －

 

当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

種類 売却額（百万円）
売却益の合計額
（百万円）

売却損の合計額
（百万円）

株式 161 49 －

合計 161 49 －
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（デリバティブ取引関係）

１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

該当事項はありません。

 

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引

　通貨関連

　前連結会計年度（平成29年３月31日）

ヘッジ会計の方法 取引の種類 主なヘッジ対象
契約額等
（百万円）

契約額等の

うち１年超
（百万円）

時価

(百万円)

原則的処理方法

為替予約取引     

　買建     

米ドル 　買掛金 209 4 8

　売建     

米ドル 　売掛金 41 － △3

為替予約等の
振当処理

為替予約取引    

（注）２買建    

ユーロ 買掛金 14 －

（注）１． 時価の算定方法

　　　 取引先金融機関から提示された価格に基づき算定しております。

２． 為替予約の振当処理によるものは、ヘッジ対象とされている買掛金と一体として処理されてい

るため、その時価は当該買掛金に含めて記載しております。

 

　当連結会計年度（平成30年３月31日）

ヘッジ会計の方法 取引の種類 主なヘッジ対象
契約額等
（百万円）

契約額等の

うち１年超
（百万円）

時価

(百万円)

原則的処理方法

為替予約取引     

　買建     

米ドル 　買掛金 265 22 △11

ユーロ 　買掛金 25 － △0

（注） 時価の算定方法

　 取引先金融機関から提示された価格に基づき算定しております。
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（退職給付関係）

１．採用している退職給付制度の概要

当社グループは、確定給付型の制度として、退職一時金制度及び確定給付企業年金制度を設けております。

また、従業員の退職等に際して割増退職金を支払う場合があります。

　なお、当社は退職給付信託を設定しております。

 

２．確定給付制度

(1）退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

退職給付債務の期首残高 8,496百万円 8,528百万円
勤務費用 689 674
利息費用 67 68
数理計算上の差異の発生額 △63 14
退職給付の支払額 △662 △362

退職給付債務の期末残高 8,528 8,923

（注）連結子会社の一部は、退職給付債務の算定に当たり、簡便法を採用しております。

 

(2）年金資産の期首残高と期末残高の調整表

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

年金資産の期首残高 4,576百万円 4,482百万円
期待運用収益 57 59
数理計算上の差異の発生額 57 △22
事業主からの拠出額 129 125
退職給付の支払額 △338 △160

年金資産の期末残高 4,482 4,484

 

(3）退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債及び退職給付に

係る資産の調整表

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

積立型制度の退職給付債務 7,281百万円 7,531百万円

年金資産 △4,482 △4,484

 2,799 3,047
非積立型制度の退職給付債務 1,246 1,391

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 4,045 4,438

   
退職給付に係る資産 △1,300 △1,339
退職給付に係る負債 5,346 5,778

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 4,045 4,438

 

 

(4）退職給付費用及びその内訳項目の金額

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

勤務費用 689百万円 674百万円
利息費用 67 68
期待運用収益 △57 △59
数理計算上の差異の費用処理額 155 99
過去勤務費用の費用処理額 △8 △8

確定給付制度に係る退職給付費用 846 774

（注）簡便法を採用している連結子会社の退職給付費用は、「勤務費用」に計上しております。
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(5）退職給付に係る調整額
　退職給付に係る調整額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

過去勤務費用 △8百万円 △8百万円
数理計算上の差異 275 63

合　計 267 54

 

(6）退職給付に係る調整累計額

　退職給付に係る調整累計額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）
未認識過去勤務費用 △19百万円 △11百万円
未認識数理計算上の差異 714 651

合　計 695 640

 

 

(7）年金資産に関する事項

①　年金資産の主な内訳

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

生命保険一般勘定 3,214百万円 3,223百万円
債券 354 545
現金及び預金 626 414
株式 282 296
その他 4 4

合　計 4,482 4,484

（注）年金資産合計には、企業年金制度に対して設定した退職給付信託が前連結会計年度546百万円、当連結会

計年度567百万円含まれております。

 

②　長期期待運用収益率の設定方法

　年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在及び予想される年金資産の配分と、年金資産を構

成する多様な資産からの現在及び将来期待される長期の収益率を考慮しております。

 

(8）数理計算上の計算基礎に関する事項

主要な数理計算上の計算基礎

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）
割引率 0.8～0.9％ 0.8～0.9％
長期期待運用収益率 1.4％ 1.5％

（注）当社グループの退職給付制度は、主としてポイント制退職金を採用しており、数理計算にあたって、退職

給付債務に与える影響が軽微であるため、予想昇給率の記載を省略しております。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
 
 

当連結会計年度
（平成30年３月31日）

繰延税金資産    

退職給付に係る負債 1,574百万円 1,701百万円

製品保証引当金 1,235  1,075

未払賞与 549  608

工事進行基準 322  533

研究開発費 198  276

減価償却超過額 172  254

事業譲渡益の連結修正額 367  220

工事損失引当金 51  201

資産除去債務 125  126

未払事業税 89  116

その他 552  574

繰延税金資産小計 5,239  5,689

評価性引当額 △254  △279

繰延税金資産合計 4,985  5,409

繰延税金負債    

固定資産圧縮積立金 801  770

資産除去債務に対応する除去費用 119  113

のれん 60  60

その他 58  57

繰延税金負債合計 1,039  1,001

繰延税金資産の純額 3,945  4,408

（注）　前連結会計年度及び当連結会計年度における繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に

含まれております。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
 

当連結会計年度
（平成30年３月31日）

流動資産－繰延税金資産 2,483百万円 2,797百万円

固定資産－繰延税金資産 1,462  1,610
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２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
 

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

法定実効税率 　法定実効税率と税効

果会計適用後の法人税

等の負担率との間の差

異が法定実効税率の

100分の５以下である

ため注記を省略してお

ります。

 30.8%

（調整）   

交際費等永久に損金に

算入されない項目

  

1.2%

受取配当金等永久に益金に

算入されない項目
 

 

△0.1%

住民税均等割  1.1%

試験研究費等税額控除  △2.2%

評価性引当額の増減  0.8%

税率変更による繰延税金資産・   

負債の金額修正  0.5%

その他  0.9%

税効果会計適用後の法人税等の

負担率
 

 

33.0%

 

 

（資産除去債務関係）

事業用設備に係る土地の定期借地契約に伴う原状回復義務を資産除去債務として認識しておりますが、当該

債務の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

株式会社神鋼環境ソリューション(E01700)

有価証券報告書

63/89



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を分析・評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

　当社は、社内に設置する製品別の事業部門を基礎とした「水処理関連事業」、「廃棄物処理関連事業」

及び「化学・食品機械関連事業」の３つのセグメントを報告セグメントとしております。

　各セグメントは、それぞれが所管する事業（子会社の事業を含む）に関して、国内及び海外における包

括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

各報告セグメントの主な製品又は事業内容は次のとおりであります。

(１)水処理関連事業

工業用水及び上・下水道の設備及び装置、超純水・純水の製造設備及び装置、工場用水及び廃水の

処理装置、下水汚泥・食品等有機廃棄物の資源化設備、工業用・空調用冷却塔

(２)廃棄物処理関連事業

都市ごみの焼却・溶融施設、ＰＣＢ無害化処理関連、廃棄物の最終処分場運営、木質バイオマスに

よる発電及び売電

(３)化学・食品機械関連事業

化学工業用機器・装置、粉粒体機器・装置、醸造用機器、水素酸素発生装置

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

報告セグメント損益は、経常利益であります。なお、セグメント間の取引は、市場価格等に基づいてお

ります。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

　前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

     （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
（注）

合計
 

水処理
関連事業

廃棄物処理
関連事業

化学・
食品機械
関連事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 32,740 37,175 8,781 78,698 0 78,698

セグメント間の内部売上

高又は振替高
706 － 3 710 △710 －

計 33,447 37,175 8,785 79,408 △709 78,698

セグメント損益 61 2,421 814 3,296 △286 3,010

セグメント資産 17,741 30,300 7,845 55,886 13,826 69,712

セグメント負債 11,280 18,186 1,951 31,417 14,484 45,901

その他の項目       

減価償却費 694 357 189 1,240 284 1,524

受取利息 173 241 11 425 △412 13

支払利息 256 188 － 444 △394 50

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額
42 1,657 158 1,857 △436 1,421

（注）(１)外部顧客への売上高の調整額０百万円は、報告セグメントに帰属しない売上高であります。

(２)セグメント損益の調整額△286百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用及び営業外

収益等であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費（報告セグメントへ

の配賦差額を含む）であります。

(３)セグメント資産の調整額13,826百万円は、各報告セグメントに配分していない現預金及び管理部門

の固定資産等であります。

(４)セグメント負債の調整額14,484百万円は、各報告セグメントに配分していない短期借入金、未払法

人税等、未払費用等であります。

(５)減価償却費の調整額284百万円は、各報告セグメントに配分していない管理部門の建物等の減価償

却費であります。

(６)受取利息の調整額△412百万円は、予定利率で各報告セグメントに配分した金利と実際の金利との

差額等であります。

(７)支払利息の調整額△394百万円は、予定利率で各報告セグメントに配分した金利と実際の金利との

差額等であります。

(８)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額△436百万円は、セグメント間の内部取引に係る

調整額△761百万円及び各報告セグメントに配分していない管理部門のシステム関連等の固定資産

増加325百万円であります。
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　当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

     （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
（注）

合計
 

水処理
関連事業

廃棄物処理
関連事業

化学・
食品機械
関連事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 33,364 36,568 8,832 78,765 0 78,766

セグメント間の内部売上

高又は振替高
39 － 11 51 △51 －

計 33,404 36,568 8,844 78,817 △51 78,766

セグメント損益 402 2,972 1,233 4,607 △759 3,848

セグメント資産 18,441 29,524 8,213 56,178 15,572 71,750

セグメント負債 13,223 18,261 3,110 34,594 11,495 46,089

その他の項目       

減価償却費 634 479 188 1,301 251 1,552

受取利息 198 302 14 513 △498 15

支払利息 267 238 － 505 △455 50

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額
302 77 172 551 203 754

（注）(１)外部顧客への売上高の調整額０百万円は、報告セグメントに帰属しない売上高であります。

(２)セグメント損益の調整額△759百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用及び営業外

収益等であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費（報告セグメントへ

の配賦差額を含む）であります。

(３)セグメント資産の調整額15,572百万円は、各報告セグメントに配分していない現預金、短期貸付金

及び管理部門の固定資産等であります。

(４)セグメント負債の調整額11,495百万円は、各報告セグメントに配分していない未払法人税等、未払

費用等であります。

(５)減価償却費の調整額251百万円は、各報告セグメントに配分していない管理部門の建物等の減価償

却費であります。

(６)受取利息の調整額△498百万円は、予定利率で各報告セグメントに配分した金利と実際の金利との

差額等であります。

(７)支払利息の調整額△455百万円は、予定利率で各報告セグメントに配分した金利と実際の金利との

差額等であります。

(８)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額203百万円は各報告セグメントに配分していない

管理部門のシステム関連等の固定資産増加であります。
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【関連情報】

　前連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　製品及びサービスごとの情報は「セグメント情報」の「３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損

失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報」に同様の記載をしているため、記載を省略していま

す。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、特定の顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％に満たないため、

主要な顧客ごとの情報の記載を省略しています。

 

　当連結会計年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　製品及びサービスごとの情報は「セグメント情報」の「３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損

失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報」に同様の記載をしているため、記載を省略していま

す。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　（単位：百万円）
 

 顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

中間貯蔵・環境安全事業㈱ 8,108 廃棄物処理関連事業

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

１．関連当事者との取引

（１）連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引

(ア) 連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等

前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

種類
会社等の

名称又は氏名
所在地

資本金又は
出資金
（百万円）

事業の
内容又は
職業

議決権等
の所有
（被所
有）割合
（％）

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

（百万円）
科目

期末残高

（百万円）

親会社 ㈱神戸製鋼所
神戸市

中央区
250,930

鉄鋼、ア

ルミ・

銅、産業

機械等の

製造販売

(被所有)

直接

   80.24

当社製品の販

売、親会社製

品の購入

当社製品の販

売
1,876 売掛金 1,538

 

当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

種類
会社等の

名称又は氏名
所在地

資本金又は
出資金
（百万円）

事業の
内容又は
職業

議決権等
の所有
（被所
有）割合
（％）

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

（百万円）
科目

期末残高

（百万円）

親会社 ㈱神戸製鋼所
神戸市

中央区
250,930

鉄鋼、ア

ルミ・

銅、産業

機械等の

製造販売

(被所有)

直接

   80.22

当社製品の販

売、親会社製

品の購入

当社製品の販

売
1,247 売掛金 1,057

 （注）１．取引条件ないし取引条件の決定方針等

　営業取引については、いずれも他の取引先と同様に見積書をベースに、価格交渉し決定しております。

２．消費税額等は、科目の期末残高に含まれておりますが、取引金額には含まれておりません。
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(イ) 連結財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社

　前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

種類 会社等の名称 所在地

資本金又は

出資金

（百万円）

事業の

内容又は

職業

議決権等

の所有

（被所

有）割合

（％）

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

（百万円）
科目

期末残高

（百万円）

同一の

親会社

を持つ

会社

 

コベルコフィ

ナンシャルセ

ンター㈱

東京都

品川区
25

金融サー

ビス
なし

当社資金のグ

ループ会社間

での融通

資金の貸付 6,788

－ －
資金の貸付に

伴う利息受取
2

資金の借入 2,347
短期

借入金
2,027

資金の借入に

伴う利息支払
4 － －

 

　当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

種類 会社等の名称 所在地

資本金又は

出資金

（百万円）

事業の

内容又は

職業

議決権等

の所有

（被所

有）割合

（％）

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

（百万円）
科目

期末残高

（百万円）

同一の

親会社

を持つ

会社

 

コベルコフィ

ナンシャルセ

ンター㈱

東京都

品川区
25

金融サー

ビス
なし

当社資金のグ

ループ会社間

での融通

資金の貸付 5,270
短期

貸付金
960

資金の貸付に

伴う利息受取
2 ― －

資金の借入 1,750 ― －

資金の借入に

伴う利息支払
2 － －

（注）取引条件ないし取引条件の決定方針等

平成14年12月より、ＣＭＳ（キャッシュ・マネジメント・システム）に参加しております。

資金の借入及び貸付はＣＭＳに係るものであり、利息の利率は、市場金利を反映して合理的に決定しており、担

保の受入もありません。なお、借入及び貸付の取引金額は、平均残高を記載しております。
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（２）連結財務諸表提出会社の連結子会社と関連当事者との取引

連結財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社

　前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

種類 会社等の名称 所在地

資本金又は

出資金

（百万円）

事業の

内容又は

職業

議決権等

の所有

（被所

有）割合

（％）

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

（百万円）
科目

期末残高

（百万円）

同一の

親会社

を持つ

会社

 

コベルコフィ

ナンシャルセ

ンター㈱

東京都

品川区
25

金融サー

ビス
なし

連結子会社資

金のグループ

会社間での融

通

資金の貸付 1,231
短期

貸付金
1,112

資金の貸付に

伴う利息受取
0 － －

 

　当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

種類 会社等の名称 所在地

資本金又は

出資金

（百万円）

事業の

内容又は

職業

議決権等

の所有

（被所

有）割合

（％）

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

（百万円）
科目

期末残高

（百万円）

同一の

親会社

を持つ

会社

 

コベルコフィ

ナンシャルセ

ンター㈱

東京都

品川区
25

金融サー

ビス
なし

連結子会社資

金のグループ

会社間での融

通

資金の貸付 2,201
短期

貸付金
2,266

資金の貸付に

伴う利息受取
1 － －

（注）資金の貸付はＣＭＳに係るものであり、利息の利率は、市場金利を反映して合理的に決定しており、担保の受入

もありません。なお、貸付の取引金額は、平均残高を記載しております。

 

２．親会社に関する注記

親会社情報

株式会社神戸製鋼所（東京証券取引所、名古屋証券取引所に上場）
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（１株当たり情報）

 
 
 

前連結会計年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日）

１株当たり純資産額 1,472円65銭 1,585円49銭

１株当たり当期純利益金額 127円92銭 158円00銭

（注）１．当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。第63期の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定しております。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額（百万

円）
2,061 2,546

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益金額（百万円）
2,061 2,546

期中平均株式数（株） 16,116,008 16,115,949

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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⑤【連結附属明細表】

【社債明細表】

該当事項はありません。

【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

平均利率
（％）

返済期限

 短期借入金 2,373 331 1.7 －

 １年以内に返済予定の長期借入金 115 316 0.5 －

 １年以内に返済予定のリース債務 76 73 3.5 －

 長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。） 3,597 3,281 0.6
平成31年４月～

平成44年７月

 リース債務（１年以内に返済予定のものを除く。） 358 284 3.7
平成31年４月～

平成40年12月

 その他有利子負債 － － － －

合計 6,521 4,286 － －

（注）　１.「平均利率」については、借入金及びリース債務の期末残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．長期借入金及びリース債務（１年以内に返済予定のものを除く。）の連結決算日後５年間の返済予定額は以

下のとおりであります。

 
１年超２年以内
（百万円）

２年超３年以内
（百万円）

３年超４年以内
（百万円）

４年超５年以内
（百万円）

 長期借入金 366 366 366 286

 リース債務 74 76 39 12

 

【資産除去債務明細表】

当連結会計年度期首及び当連結会計年度末における資産除去債務の金額が、当連結会計年度期首及び当連結会

計年度末における負債及び純資産の合計額の100分の１以下であるため、連結財務諸表規則第92条の２の規定

により記載を省略しております。

 

（２）【その他】

当連結会計年度における四半期情報等

（累計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高（百万円） 11,645 29,321 50,505 78,766

税金等調整前四半期（当期）

純損益金額（百万円）
△130 205 2,097 3,848

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損益金額（百万

円）

△136 44 1,358 2,546

１株当たり四半期（当期）

純損益金額（円）
△8.47 2.75 84.28 158.00

 

（会計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純損益金額

（円）
△8.47 11.22 81.53 73.72

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。第63期の期首に当該

株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純損益金額を算定しております。
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２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当事業年度

(平成30年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 444 617

受取手形 288 ※４ 344

売掛金 34,823 34,372

電子記録債権 1,418 ※４ 1,063

商品及び製品 14 12

仕掛品 1,574 2,201

原材料及び貯蔵品 649 528

繰延税金資産 2,260 2,594

その他 1,315 2,516

貸倒引当金 △38 △38

流動資産合計 42,750 44,213

固定資産   

有形固定資産   

建物 4,575 4,103

構築物 335 301

機械及び装置 1,015 853

車両運搬具 5 10

工具、器具及び備品 200 193

土地 3,143 3,143

建設仮勘定 3 268

有形固定資産合計 9,280 8,874

無形固定資産   

特許権 39 27

ソフトウエア 400 408

のれん 992 595

無形固定資産合計 1,431 1,030

投資その他の資産   

投資有価証券 587 476

関係会社株式 ※１ 1,812 ※１ 1,812

関係会社出資金 329 331

繰延税金資産 429 696

前払年金費用 1,698 1,701

その他 525 477

貸倒引当金 △129 △129

投資その他の資産合計 5,252 5,366

固定資産合計 15,964 15,271

資産合計 58,715 59,485
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  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当事業年度

(平成30年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 20,048 9,872

電子記録債務 － ※４ 12,257

短期借入金 2,027 －

未払法人税等 565 1,327

未払費用 1,864 2,141

前受金 1,098 1,620

製品保証引当金 4,011 3,509

工事損失引当金 63 590

その他 3,443 1,637

流動負債合計 33,123 32,956

固定負債   

リース債務 349 279

退職給付引当金 3,819 4,122

その他 1 1

固定負債合計 4,170 4,403

負債合計 37,294 37,359

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,020 6,020

資本剰余金   

資本準備金 3,326 3,326

資本剰余金合計 3,326 3,326

利益剰余金   

利益準備金 470 470

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 1,818 1,748

別途積立金 600 600

繰越利益剰余金 9,051 9,836

利益剰余金合計 11,940 12,655

自己株式 △5 △6

株主資本合計 21,280 21,995

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 136 137

繰延ヘッジ損益 3 △8

評価・換算差額等合計 140 129

純資産合計 21,420 22,125

負債純資産合計 58,715 59,485
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②【損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

当事業年度
(自　平成29年４月１日
　至　平成30年３月31日)

売上高 66,289 65,082

売上原価 56,491 54,708

売上総利益 9,797 10,373

販売費及び一般管理費 ※２ 8,346 ※２ 8,385

営業利益 1,451 1,988

営業外収益   

受取利息及び受取配当金 190 45

その他 74 99

営業外収益合計 265 145

営業外費用   

支払利息 25 21

その他 29 45

営業外費用合計 55 66

経常利益 1,661 2,067

税引前当期純利益 1,661 2,067

法人税、住民税及び事業税 533 1,223

法人税等調整額 △136 △596

法人税等合計 397 626

当期純利益 1,263 1,440
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

        （単位：百万円）

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

 

資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

 
固定資産
圧縮積立金

別途積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 6,020 3,326 470 1,902 600 8,428 11,401 △5 20,742

当期変動額          

固定資産圧縮積立金の積立    －   －  －

固定資産圧縮積立金の取崩    △84  84 －  －

剰余金の配当      △725 △725  △725

当期純利益      1,263 1,263  1,263

自己株式の取得        △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

         

当期変動額合計 － － － △84 － 623 538 △0 538

当期末残高 6,020 3,326 470 1,818 600 9,051 11,940 △5 21,280

 

     

 評価・換算差額等

純資産合計
 その他有価証券評価差額金 繰延ヘッジ損益 評価・換算差額等合計

当期首残高 127 △3 124 20,866

当期変動額     

固定資産圧縮積立金の積立    －

固定資産圧縮積立金の取崩    －

剰余金の配当    △725

当期純利益    1,263

自己株式の取得    △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

9 6 15 15

当期変動額合計 9 6 15 554

当期末残高 136 3 140 21,420
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当事業年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

        （単位：百万円）

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

 

資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

 
固定資産
圧縮積立金

別途積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 6,020 3,326 470 1,818 600 9,051 11,940 △5 21,280

当期変動額          

固定資産圧縮積立金の積立    0  △0 －  －

固定資産圧縮積立金の取崩    △70  70 －  －

剰余金の配当      △725 △725  △725

当期純利益      1,440 1,440  1,440

自己株式の取得        △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

         

当期変動額合計 － － － △69 － 785 715 △0 715

当期末残高 6,020 3,326 470 1,748 600 9,836 12,655 △6 21,995

 

     

 評価・換算差額等

純資産合計
 その他有価証券評価差額金 繰延ヘッジ損益 評価・換算差額等合計

当期首残高 136 3 140 21,420

当期変動額     

固定資産圧縮積立金の積立    －

固定資産圧縮積立金の取崩    －

剰余金の配当    △725

当期純利益    1,440

自己株式の取得    △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

1 △11 △10 △10

当期変動額合計 1 △11 △10 704

当期末残高 137 △8 129 22,125
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1）有価証券の評価基準及び評価方法

イ　子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法であります。

ロ　その他有価証券

時価のあるもの

当事業年度末日の市場価格等による時価法であります。

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。）

時価のないもの

移動平均法による原価法であります。

(2）デリバティブ

時価法であります。

(3）たな卸資産の評価基準及び評価方法

イ　仕掛品

個別法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）であります。

ロ　商品及び製品、原材料及び貯蔵品

総平均法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）であります。

２．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産

イ 自己所有の有形固定資産

定額法によっております。

ロ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(2）無形固定資産

 定額法によっております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基

づいております。また、のれんについては、20年以内のその効果の及ぶ期間にわたり償却しております。

３．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率による計算額を、貸倒懸念債権等特定

の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2）製品保証引当金

製品の販売後の保証費用の支出に備えるため、売上高に対する過去の経験率に基づく当事業年度負担額のほか、

特定案件の当事業年度負担額を計上しております。

(3）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上してお

ります。なお、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度までの期間に帰属させる方法につい

ては、給付算定式基準によっております。

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法により按分した金額を費用処理しており

ます。数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法により按分した金額をそれぞ

れ発生の翌事業年度から費用処理しております。

(4）工事損失引当金

 受注工事の損失に備えるため、当事業年度末における未引渡工事のうち、損失の発生が見込まれ、かつ当該損失

額を合理的に見積もることができる請負工事について、損失見積額を計上しております。

４．完成工事高及び完成工事原価の計上基準

請負工事については、当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行

基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。
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５．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

(1）退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未処理額の会計処理の方法は、連結財務諸表

におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。

(2）消費税等の会計処理

 消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。
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（貸借対照表関係）

※１　担保に供している資産及び担保に係る債務

担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当事業年度

（平成30年３月31日）

投資その他の資産   

関係会社株式 203百万円 203百万円

計 203 203

（注）前事業年度及び当事業年度の担保資産については、廃棄物処理施設の運営・維持管理を受託している関係会

社の業務遂行に係る保証のために差入れたものであります。

 

２　次の会社について金融機関からの借入債務等に対し、債務保証を行っております。

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当事業年度

（平成30年３月31日）

㈱イー・アール・シー高城 400百万円 320百万円

KOBELCO ECO-SOLUTIONS VIETNAM CO.,

LTD.
246 388

㈱福井グリーンパワー 2,783 3,277

 

　３　関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当事業年度

（平成30年３月31日）

短期金銭債権 2,336百万円 2,195百万円

長期金銭債権 11 11

短期金銭債務 1,108 762

 

※４　期末日満期手形

　　　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当事業年度の末日

　　　が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が当事業年度の期末残高に含まれております。

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当事業年度

（平成30年３月31日）

受取手形 －百万円 21百万円

電子記録債権 － 13

電子記録債務 － 1,771
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（損益計算書関係）

１　関係会社との取引高

 
前事業年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当事業年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

営業取引による取引高

　売上高

　仕入高等

 

6,952百万円

2,491

 

6,697百万円

2,310

営業取引以外の取引高 188 47

 

※２　販売費に属する費用のおおよその割合は前事業年度62％、当事業年度64％、一般管理費に属する費用のおおよそ

の割合は前事業年度38％、当事業年度36％であります。

販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前事業年度

（自　平成28年４月１日　
　　至　平成29年３月31日）

　当事業年度
（自　平成29年４月１日　
　　至　平成30年３月31日）

給料及び手当 1,844百万円 1,828百万円

賞与 690 750

退職給付費用 165 149

減価償却費 151 169

見積設計費 1,441 1,566
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（有価証券関係）

　子会社株式及び関連会社株式（当事業年度の貸借対照表計上額　関係会社株式1,812百万円、前事業年度の貸

借対照表計上額　関係会社株式1,812百万円）は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認めら

れることから、記載しておりません。

 

（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
 

当事業年度
（平成30年３月31日）

繰延税金資産    

製品保証引当金 1,233百万円 1,073百万円

退職給付引当金 936  1,029

工事進行基準 322  533

未払賞与 441  497

研究開発費 198  276

減価償却超過額 169  249

工事損失引当金 38  187

棚卸資産評価損 80  113

未払事業税 55  86

貸倒引当金 51  51

その他 169  169

繰延税金資産小計 3,698  4,266

評価性引当額 △88  △87

繰延税金資産合計 3,610  4,178

繰延税金負債    

固定資産圧縮積立金 801  770

のれん 60  60

その他 58  57

繰延税金負債合計 920  888

繰延税金資産の純額 2,689  3,290

 
 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
 

当事業年度
（平成30年３月31日）

法定実効税率 30.8％  法定実効税率と税効果会計適用
後の法人税等の負担率との差異
が法定実効税率の100分の５以下
であるため注記を省略しており
ます。

（調整）   
交際費等永久に損金に算入されない項目 2.1  
受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △3.3  
住民税均等割 2.0  
試験研究費等税額控除 △7.4  
評価性引当額の増減 0.5  
その他 △0.8  

税効果会計適用後の法人税等の負担率 23.9  

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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④【附属明細表】

【有形固定資産等明細表】

（単位：百万円）

資産の種類 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

当期末減価
償却累計額
又は償却累
計額

当期償却額
差引当期末

残高

有形固定資産        

建物 12,496 97 0 12,593 8,489 569 4,103

構築物 1,337 7 － 1,344 1,043 41 301

機械及び装置 8,749 128 61 8,816 7,963 288 853

車両運搬具 124 8 6 126 115 3 10

工具、器具及び備品 1,332 59 32 1,359 1,164 66 193

土地 3,143 － － 3,143 － － 3,143

建設仮勘定 3 565 300 268 － － 268

有形固定資産計 27,186 866 401 27,651 18,776 969 8,874

無形固定資産        

ソフトウェア等 2,630 121 23 2,728 2,292 125 435

のれん 1,984 － － 1,984 1,388 396 595

無形固定資産計 4,614 121 23 4,712 3,681 522 1,030

（注）１．当期首残高及び当期末残高は、取得価額で記載しております。

 

【引当金明細表】

（単位：百万円）

区分 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸倒引当金 167 38 38 168

製品保証引当金 4,011 661 1,163 3,509

退職給付引当金 3,819 449 147 4,122

工事損失引当金 63 672 145 590

 

 

（２）【主な資産及び負債の内容】

　連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。

（３）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月３１日まで

定時株主総会 ６月中

基準日 ３月３１日

剰余金の配当の基準日
９月３０日

３月３１日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り  

取扱場所

（特別口座）

大阪市中央区伏見町３丁目６番３号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

株主名簿管理人

（特別口座）

東京都千代田区丸の内１丁目４番５号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

取次所 －

買取手数料 無料

公告掲載方法

当社の公告方法は電子公告とする。但し、事故その他やむを得ない事由に

より電子公告による公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲

載して行う。

なお、電子公告は当社のホームページに掲載しており、そのアドレスは次

のとおりとする。

（ホームページアドレス　http://www.kobelco-eco.co.jp）

株主に対する特典 なし

（注）平成29年６月28日開催の第63回定時株主総会決議により、１単元の株式数を1,000株から100株に変更しておりま

す。なお、実施日は平成29年10月１日であります。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

当社は、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

２【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1) 有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

事業年度（第63期）（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）平成29年６月28日関東財務局長に提出。

(2) 内部統制報告書及びその添付書類

平成29年６月28日関東財務局長に提出。

(3) 四半期報告書及び確認書

第64期第１四半期（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）平成29年８月２日関東財務局長に提出。

第64期第２四半期（自　平成29年７月１日　至　平成29年９月30日）平成29年11月２日関東財務局長に提出。

第64期第３四半期（自　平成29年10月１日　至　平成29年12月31日）平成30年２月６日関東財務局長に提出。

(4) 臨時報告書

平成29年７月３日関東財務局長に提出。

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）に基づく臨

時報告書であります。

平成30年３月27日関東財務局長に提出。

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第７号（売上高に影響を与える吸収分割の決定）に基づく臨時

報告書であります。

(5) 四半期報告書の訂正報告書及び確認書

平成29年８月14日関東財務局長に提出。

第64期第１四半期（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）の四半期報告書に係る訂正報告書及び確認

書であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

 

  平成30年６月27日

株式会社神鋼環境ソリューション   

 

 取締役会　御中  

 

 有限責任 あずさ監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 原田　大輔　　印

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 大槻　櫻子　　印

 

＜財務諸表監査＞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社神鋼環境ソリューションの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、す

なわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー

計算書、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

 

連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明す

ることにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策

定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、

当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用さ

れる。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評

価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統

制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評

価も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社神鋼環境ソリューション及び連結子会社の平成30年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年

度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
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＜内部統制監査＞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社神鋼環境ソリュー

ションの平成30年３月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

 

内部統制報告書に対する経営者の責任

経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告

に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

　なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した内部統制監査に基づいて、独立の立場から内部統制報告書に対する意見

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基

準に準拠して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚

偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき内部統制監査を実施するこ

とを求めている。

内部統制監査においては、内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手する

ための手続が実施される。内部統制監査の監査手続は、当監査法人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要

性に基づいて選択及び適用される。また、内部統制監査には、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結

果について経営者が行った記載を含め、全体としての内部統制報告書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

当監査法人は、株式会社神鋼環境ソリューションが平成30年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると

表示した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に

準拠して、財務報告に係る内部統制の評価結果について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 
　（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提

出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれておりません。
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独立監査人の監査報告書

 

  平成30年６月27日

株式会社神鋼環境ソリューション   

 

 取締役会　御中  

 

 有限責任 あずさ監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 原田　大輔　　印

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 大槻　櫻子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社神鋼環境ソリューションの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第64期事業年度の財務諸表、すな

わち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を

行った。

 

財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、こ

れに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監

査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財

務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施

に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討す

る。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全

体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

神鋼環境ソリューションの平成30年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重

要な点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提

出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれておりません。
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